
企業情報サステナビリティ経営基盤事業別戦略と実績 ガバナンス経営戦略価値創造ストーリートップコミットメント 東急を知る

Q サステナビリティに
どのように向き合い、

経営に取り入れているのか？

私たちの成長は街の成長とともにあります。サステ

ナブル経営を基本姿勢として、サステナブル重要テーマ

（マテリアリティ）に基づいて指標・目標を設定し、推

進のためのガバナンス体制を構築しています。特に、

全ての事業の基本は「安全」と、そこから生まれる「安

心」であることを徹底し、サステナビリティに関するリス

クと機会を踏まえた安全対策を最優先に行っています。

サステナビリティ経営基盤
サステナビリティマネジメント

サステナブル重要テーマ
（マテリアリティ）

安全・安心

ひとづくり

人権

脱炭素・循環型社会

知的資本

ステークホルダーとの共創
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企業情報サステナビリティ経営基盤事業別戦略と実績 ガバナンス経営戦略価値創造ストーリートップコミットメント 東急を知る

サステナビリティマネジメント
サステナビリティに関する意思決定と推進・モニタリングを行うガバナンス体制を整備し、実効性を確保しています。

ガバナンス

リスク管理

当社および連結子会社は、長期的な視点から、時代によって変化するお客さまのニー

ズを的確にとらえ、新たな事業・サービスを提供し、社会課題を解決していくことが重要

であると考えています。そして社員一人ひとりがこの使命を共有し、新たな価値を生み

出すことで、社会と共に持続的成長を図っていきたいと考えています。

「美しい時代へ」というグループスローガンのもと、SDGsの17のゴールと169のター

ゲットやエリア・業界固有の課題を踏まえて特定した、サステナブル重要テーマ（マテリア

リティ）に向き合い、「未来に向けた美しい生活環境の創造」および「事業を通じた継続的な

社会課題の解決」に取り組んでいく“サステナブル経営”を経営の基本姿勢としています。

～サステナビリティの考え方～
当社は、取締役会を経営および監督の

最高機関と位置付けており、サステナビリ

ティに係る重要事項は、取締役会で決議・

監督しています。また、サステナビリティ

への取り組みを積極的に推進するため、

サステナビリティ推進会議（議長：社長執

行役員、年4回）の開催や、連結各社への

浸透、各種啓発活動のほか、東急グルー

プ全体での表彰制度による奨励など、全

方位的な取り組みを実践しています。

気候関連のリスクと機会、人権リスクなどのサステナビリティ関連のリスクは、経営企画室

ESG推進グループをプロジェクトリーダーとし、専門家の知見のもと各事業部門と協働してリス

ク分析・対応策の検討を行い、経営会議・取締役会への上程を行います。

また、全社リスクについては、毎年各事業・各社にてリスクの分析を実施する際に、気候関連

リスクなどのサステナビリティリスクを含めて検討・評価・管理しています（全社リスクマネジメ

ントは ➡P.85  をご参照ください）。

リスク管理プロセス

サステナビリティ
推進会議にて共有・推進

経営会議・
取締役会への上程

対応策
検討

サステナビリティリスク

全社リスクマネジメント
プロセスとの連携

リスク
認識

経営会議・取締役会への上程全社リスクマネジメント ➡P.85

サステナビリティ
推進会議

共有・推進・
浸透

東急グループ
サステナビリティ
推進会議

各部門・連結各社従業員

取締役会

経営会議

サステナビリティガバナンス取り組み実績（2024年度）

   サステナビリティ推進会議における主な審議実績
•ESG分野における取り組み（ESG評価、人権、サプライチェーン、脱炭素・循環型社会、

水リスク分析結果、SDGsへの取り組み等）

•事業部門報告（安全・環境への取り組み）

•不祥事・事故等報告状況

   取締役会におけるサステナビリティテーマに係る主な審議実績

   役員報酬におけるサステナブル経営指標の設定 ➡P.83  

非財務指標の設定

安全への対応状況

ITリスクに関する取り組み

環境ビジョン実現の取り組み

不祥事・事故等報告状況
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企業情報サステナビリティ経営基盤事業別戦略と実績 ガバナンス経営戦略価値創造ストーリートップコミットメント 東急を知る

サステナブル重要テーマ（マテリアリティ）  ［ 特定プロセス ］

当社グループの事業領域は多岐にわたっているため、優先して取り組むべき課題をマクロの視点でとらえ、6つのサステナブル重要テーマを定めています。

特定・運用プロセス
2030年に向けて目指す姿 重要性の考え方

安全・安心
•日本で最も安全で利用しやすい
公共交通サービスの実現
•誰もが安心して暮らせる生活環境の提供

安全の確保は全ての事業の根幹であり、さまざまな
インフラ機能を担う当社グループにとって、安全を前
提とした安定的なサービス提供は重要な責務です。
日常の取り組みに加えて、大規模震災などの自然災
害への確実な備えも進め、安全とこれに立脚する安心
を守ります。

まちづくり

•「住む」「遊ぶ」「働く」がそろった
個性的で魅力ある都市経営の実現
•東急線沿線まちづくりノウハウの
国内拠点エリア、海外への拡大

交通を基盤としたまちづくりを核に、幅広くお客さ
まの日々の暮らしに密着した事業を展開している当社
グループにとって、「まち」のサステナビリティは重要
なテーマです。東急線沿線が将来にわたって「選ばれ
る沿線」であり続けるよう、事業を通じたさまざまな取
り組みを進めます。

生活環境品質 •元気で自分らしく活き活きできる
暮らしの実現

沿線に住まい、働き、生活するお客さま一人ひとり
が、それぞれに自己実現し、充足した人生を送ること
ができるよう、事業を通じてさまざまな快適性、安心
感、上質感や満足感を提供します。

ひとづくり
•「誰もが働き続けたい会社」の実現
•教育、文化、環境活動などを通じた
社会におけるひとづくりの推進

少子化・高齢化が進行するわが国において、一人ひ
とりの活躍による生産性向上、イノベーションの追求は
社会的課題です。働く場所の新たな提案や教育・文化活
動の社会における取り組みと、社員が活き活きと輝ける
環境づくりの二つの側面から、ひとづくりを推進します。

脱炭素・
循環型社会

•省エネと再エネの最適利用を通じた
脱炭素社会の実現
•資源の有効利用と生態系配慮の
推進による循環型社会の実現

直面する地球の環境課題に向き合い、環境に良い
行動が特別な負担感なく選択でき、誰もが持続可能
な社会と地球環境の再生に貢献できるまちづくりを目
指します。

企業統治・
コンプライアンス

•社会やグローバルな経営環境に直結した
最良のコーポレート・ガバナンスの実現
•「調和ある社会」の実現に向けた
コンプライアンスの実践

経営環境の変化への対応と、ステークホルダーから
の信頼は持続的な企業活動に不可欠であることから、
さまざまな企業統治施策やコンプライアンス対応を着
実に進めます。

社会課題の抽出と整理
社会の一般的課題としてSDGsやISO26000、GRIスタンダード、 
また業界特有の課題としてサステナビリティ会計基準審議会
（SASB）などを参考に、解決が期待される300項目のロングリス
トを作成しました。さらに、類似課題の統合や、当社の取り組み領
域との関連を考慮し、48項目のショートリストを作成しました。

重要度の評価
ショートリストについて、「東急グループにおける重要性」と、ス
テークホルダーにとっての「社会における重要性」により評価し、
サステナブル重要テーマ（マテリアリティ）を仮評価しました。

社外有識者ダイアログ
サステナブル重要テーマ（マテリアリティ）を特定するにあたり、
社外有識者と担当役員との間でダイアログを行いました。
※コメント要旨はWebをご参照ください  

 https://tokyu.disclosure.site/ja/93/

サステナブル重要テーマ（マテリアリティ）
社外有識者からの提言を踏まえて課題の重要度評価の妥当性を検
証した後、経営会議を経て、中期経営計画と共に取締役会にて特定
しました。また、テーマごとに向き合う社会課題、「2030年に向
けて目指す姿」を設定し、長期経営構想の経営基本姿勢として位置
付けました。

サステナブル重要テーマと経営計画の一体化
長期経営構想策定や中期経営計画策定のタイミングでサステナブ
ル重要テーマの見直しや、非財務目標設定を行い、経営会議・取締
役会に上程しています。取り組みの進捗状況は、各責任部署および
サステナビリティ推進会議にて確認し、重要なものは経営会議・取
締役会に上程します。
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企業情報サステナビリティ経営基盤事業別戦略と実績 ガバナンス経営戦略価値創造ストーリートップコミットメント 東急を知る

サステナブル重要テーマ（マテリアリティ）  ［ 指標 ］

中期3か年経営計画の策定と合わせて、非財務指標を更新・拡充しました。2024年度の概況／評価と、今後強化する主な取り組みは以下のとおりです。
各指標の目標と実績は、非財務データ ➡P.93  をご参照ください。

サステナブル重要テーマ 主な指標 目標・実績 2024年度概況／評価 今後強化する主な取り組み

安全・安心 •自社起因の運転事故、輸送障害件数
•重大な食品事故件数

目
標
と
実
績
5
か
年
デ
ー
タ  

➡P.93

•東急電鉄自社起因運転事故・インシデント：０件
•重大な食品安全事故：１件
•ゼロトラストモデル適用比率を2025年度より計測

•事故防止の継続取り組み、新技術の活用
•情報セキュリティ対策

まちづくり

•住宅引渡戸数、賃貸住宅竣工戸数
•住まいと暮らしのコンシェルジュ年間相談件数
•サテライトシェアオフィス「NewWork」月間利用者数
•新規オフィス供給面積、新規商業供給面積

•住宅・オフィス・商業の供給、
サテライトシェアオフィス利用は概ね計画通り進捗

•コンサルティング・不動産仲介等

生活環境品質

•顧客満足度
•高齢者向けサービス契約数
•保育園、学童施設数
•ネットスーパー売上増加率
•デジタル接点数、TOKYU POINT会員数
•5Gシェアリングアンテナの導入駅数
•東急アライアンスプラットフォームにおける外部企業協業件数

•顧客満足度は微減もあるが想定水準
•高齢者向けサービス契約数は微増傾向、
東急スクラムプロジェクトなど、子ども向け事業強化
•デジタル接点数は増加傾向、
連結関連事業への集客・収益化への寄与を期待
•事業連携施策による顧客基盤の強化

•事業連携施策による顧客基盤の強化
•全社戦略とデジタル戦略の連携

ひとづくり

•従業員エンゲージメント調査結果
•管理職に占める女性比率
•男性育児休業取得率
•一人当たり研修・教育実習費
•DX研修受講率
•新規事業創出プログラムにかかわる従業員割合

•従業員エンゲージメント結果も踏まえた
各種人的資本施策が進行
•男性育児休業取得率100％を前倒しで実現
•管理職に占める女性比率は上昇しているが、
目標達成には継続的な取り組みが必要
•人権教育比率を2025年度より計測

•従業員エンゲージメント向上施策の推進
•全社戦略と人的資本戦略の連携

脱炭素・
循環型社会

•GHG排出量削減率（Scope 1、2、3）
•再生可能エネルギー比率
•廃棄物量削減率、水使用量削減率
•施設の環境認証取得、環境配慮型バス導入台数

•概ね順調
•環境ビジョンおよび目標を更新し ➡P.58  、
取り組みを加速

企業統治・
コンプライアンス

•株主・投資家対話件数
•行政処分・刑事処分件数
•コンプライアンスに係る研修受講率

•行政処分：4件
•取締役会実効性評価において、グループ子会社への
モニタリング強化の必要性を認識

•グループ子会社のモニタリング強化、
グループ横断的なガバナンス・
リスク管理状況確認
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企業情報サステナビリティ経営基盤事業別戦略と実績 ガバナンス経営戦略価値創造ストーリートップコミットメント 東急を知る

安全・安心  ［ 安全マネジメント／安全投資 ］

グループ経営理念に則り、お客さまの安心と信頼を基本としたクオリティある商品・サービスを提供するため、関連法令を遵守し、安全に関する取り組みを推進するとともに、
継続的な改善を行っています。これにより、「安全がすべてに優先する」という企業文化の確立・維持・向上に努めています。

〔表3〕ホームからの転落件数とホームドア等設置駅割合

〔表4〕鉄道運転事故、インシデント、輸送障害の件数
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 鉄道運転事故：列車衝突事故、列車脱線事故、列車火災事故、踏切障害事故、
道路障害事故、鉄道人身障害事故（列車または車両の運転によりお客さまの死
傷を生じた事故）、鉄道物損事故に該当するもの

 インシデント：鉄道運転事故が発生するおそれがあると認められる事態のこと
 輸送障害：鉄道による輸送に障害を生じた事態（列車の運転を休止したもの、ま
たは30分以上の遅延を生じたもの）で、鉄道運転事故以外のもの
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〔表1〕2024年度の安全投資実績

〔表2〕東急電鉄設備投資額の推移
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 東急電鉄設備投資額  関東大手民鉄7社平均

 ホームからの転落件数（左軸）  ホームドア等設置駅割合（右軸）

分類 主な工事内容 金額（億円）

保安防災対策

ホーム・踏切安全対策、
列車無線・ATC設備更新、
列車運行管理システム更新、
構造物耐震補強、浸水対策、
降雨対策、構造物長寿命化、
土木施設更新、建築設備更新、
駅リニューアル、
無線式列車制御システムの導入推進、
CBM導入トライアル

225

車両関係 老朽車両設備更新、車両機器改修・
更新、セキュリティ強化 82

安定輸送対策 軌道整備、電気設備更新 103

計 410

交通事業をはじめ当社グループ全ての事業の基本は安全と

そこから生まれる安心にあります。安全の取り組みを統合的、

効果的に推進するために、「安全基本方針」や各社で定めた方

針などに基づき、当社各部門および連結各社が連携し、安全

の確保と安心の向上に努めています。当社では、社長執行役

員を議長とする「サステナビリティ推進会議 ➡P.42  」におい

て、安全に関する重要情報を共有し、会社としての適切な対応

の指示などを行っています。また、連結体制として共通の視

点や考え方を持ち一体となって安全を推進していくことを目的

に、当社および連結各社のサステナビリティ推進責任者などが

参加する「東急グループサステナビリティ推進会議」にて、安

全の推進を定例議題としています。

東急電鉄は、主に豪雨や地震などの各種自然災害対策、施

設物・構造物の長寿命化、無線式列車制御システムの導入な

どの設備投資（表1・表2）を行い、安全輸送（表3・表4）と

快適性の向上に努めています。今後も2024年度を初年度と

する中期事業戦略のもと、鉄道インフラの適切な維持更新や

各種自然災害対策、運転保安設備の更新などの設備投資を行

うことで、社会の変化に対応し、鉄道の最重要事項である「安

全・安心」をこれまで以上に追求していきます。

安全マネジメントの考え方と体制

安全投資の実施

東急電鉄「安全報告書」については、右記をご参照ください。   https://www.tokyu.co.jp/railway/company/safety/
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企業情報サステナビリティ経営基盤事業別戦略と実績 ガバナンス経営戦略価値創造ストーリートップコミットメント 東急を知る

安全・安心  ［ 安全教育とコミュニケーション ］

安全に関する意識と行動の定着を図るため、継続的な安全教育の実施などを通じて、従業員一人ひとりの意識向上に努めています。
また、経営と現場、協力企業との連携を含めたコミュニケーションを重視し、安全啓発活動を継続的に展開することで、実効性のある安全対策を推進しています。

東急電鉄は、2021年12月に安全最優先で行動できる人材

育成の強化を目的とした安全教育施設を開設、名称は「安全を

共に創り上げていく」という意味を込めて「安全共創館」 としま

した。開設以降、経営層および従業員が安全教育プログラム

を受講し、2023年度末までに東急電鉄全社員の受講が完了し

ました。2024年度からは、新たに安全風土の醸成につながる

ワークショップを組み入れた第2クール教育を開始しました。今

後も安全教育を継続し安全意識を一層高めていきます。

東急電鉄では、2014年2月に発生した東横線元住吉駅列車

衝突事故を風化させないために、社員一人ひとりが事故を振り

返り、事故と向き合う場として、東急安全の日を開催しています。

2025年2月に「第11回東急安全の日」を開催し、会場では約600

名、オンラインでは約700名が参加しました。福田社長より全社

員に向けたメッセージが発信され、経営から現場第一線までが一

丸となり、安全への強い決意を再確認しました。また、今年の安

全の日のテーマである「自ら考え、臆せず最も安全な行動へ」に

合わせ、日本航空株式会社安全推進本部・宮田正行氏にご登壇

いただき、2024年１月の羽田

空港航空機衝突事故における、

乗務員の適切な判断が多くの

人命を守ることにつながった背

景や、日本航空の安全管理体制

についての講話を行いました。

当社の都市開発本部では、不動産運営および工事に関する

安全への取り組み理解と意識向上を目的に毎年「安全大会」を

実施しています。2025年6月には、8回目となる安全大会を

オンラインにて開催し、施工会社、設計事務所、ビル管理会社

など協力企業107社を含む約500名の関係者が参加しました。

大会では、当社の安全基本方針の説明をはじめ、当社が実

施する各種安全施策の状況や火災予防に関する講話、事故の

未然防止や優れた行動をした従業員を表彰する「安全表彰」の

報告、協力企業からの安全の取り組み事例紹介などを実施しま

した。また、特別講演として、外部講師の方をお招きし、過去

の震災の教訓に学び、現代の地震火災リスクに向き合うことを

テーマにご講演いただきました。

この他にも当社と建物管理会社が合同で行う安全点検など

も年間を通じて実施しています。

今後も社内関係部署や社外協力企業と一体となった安全意

識のさらなる向上および安全への取り組みを推進していきます。

「安全共創館」での教育 東急安全の日

経営陣と現場のコミュニケーション

協力企業と進める安全啓発

導入
1  意識する
安全意識の啓発を
行います

教訓

2  学習する
過去の事故の教訓を
学習します

3  体感する
過去の事故の教訓を
体感します

アーカイブ
4  探求する
事故のアーカイブを
探求します

共創
5  共創する
安全を共に創り上げて
いく文化を醸成します

東急電鉄では、社長をはじめ経営陣が定期的に現場を巡視し、

安全に関する取り組みについ

て確認や意見交換することで、

経営陣と現場が一体となって

問題解決に取り組んでいます。

また、各部門の部課長も定期

的に現場を巡視しています。 現場の従業員と社長との意見交換会の様子
2025年6月安全大会
（オンラインにて107社約500名が参加）

定期的に現場の安全巡視を実施

「第11回東急安全の日」の会場の様子
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企業情報サステナビリティ経営基盤事業別戦略と実績 ガバナンス経営戦略価値創造ストーリートップコミットメント 東急を知る

安全・安心  ［ 街のレジリエンス／食の安全 ］

事件・事故・災害などの危機への対策を講じるとともに、危機発生時にはお客さまおよび従業員の安全を確保しながら、事業の継続・早期復旧を可能とするための
危機管理体制を整備しています。また、安全・安心に関する取り組みは、「食」や「情報」➡P.86 など多岐にわたる領域においても推進しています。

街のレジリエンス 食の安全
事業継続体制
当社グループは、多くのお客さまの生活に密接にかかわる事業を営んでおり、大規模地震など

の災害発生時にも、安全性を確保しつつ事業を継続することが使命です。このため大規模地震

などの災害発生時における事業継続（BC）体制の強化を進めています。その取り組みの一つと

して、連結各社におけるBC体制強化に向け、社長執行役員をトップとした「連結BCM委員会」を

設置しています。委員会には当社グループ全社が参画し、首都直下地震などを想定したBC体

制強化を推進するとともに、発災時に、円滑に事業を継続・復旧できるよう取り組んでいます。

自然災害対応・テロ対策
気候変動による被害想定の変化、テロ行為や車内犯罪など、事業を取り巻く環境は日々変化

しています。発生した災害や事象から学び、起こり得るリスクを想定した対策を講じ、お客さま、

従業員の安全確保に取り組んでいます。

東急電鉄では、これまでの200年に1度から1000年に1度の災害に想定を見直した「洪水ハ

ザードマップ」（東京都・神奈川県公表）を基に、浸水対策の整理を進めています。新たな基準で

雨水などの流入の恐れがある設備を洗い出し、ハード・ソフト両面での対策に取り組んでいます。

渋谷スクランブルスクエアなどの商業施設と公共空間において、警察、渋谷駅前エリアマネ

ジメント、東急セキュリティとの

合同防犯訓練を実施しています。

さらに、渋谷駅周辺にはエリアセ

キュリティとして、東急セキュリ

ティ警備員が約400名常駐してお

り、異常発生時は速やかにエリア

全体で情報共有し、被害拡大を

防止する体制を整備しています。 合同防犯訓練の様子

東急ストアは、東急線沿線を中心に約90店舗の食品スー

パーマーケットを展開しており、地域のお客さまの食生活を

支えています。提供する商品の安全・安心の確保は最重要

事項であり、その商品を加工・製造する厨房や加工センター

では食品衛生の世界標準であるHACCP※に基づく衛生管理

を徹底しています。また、店内調理した加工商品の食品表示

ラベルの誤貼付を防ぐために画像識別AIカメラを試験導入す

るなど、新たな技術の導入も積極的に行っています。
※食品等事業者自らが食中毒菌汚染や異物混入等の危害要因を把握した上で、原材料の入荷から製品の出荷に至る全工程の中で、
それらの危害要因を除去又は低減させるために特に重要な工程を管理し、製品の安全性を確保しようとする衛生管理の手法。

衛生管理の一環で、厨房設備・備品の
現地指導を実施

Topic  安全に関するノウハウの活用
当社は2016年7月に、

国管理空港の民間委託第

1号である仙台空港の運

営を開始して以降、富士山

静岡空港、北海道内7空港、

広島空港の運営に参画しています。空港運営事業においても、鉄道事業と同様に「安全・安

心」が事業の根幹であり、当社が長年培ってきた知見やノウハウを活かせる領域であると捉

えています。運営開始以降も、平時から国や空港関係者等と一体となって安全に関する教育・

訓練を実施することで、空港全体の安全性や緊急時における対応力の向上に努めています。

今後も鉄道事業と空港運営事業の相乗効果を発揮すべく、安全に関する知見を相互に活かし

ながら、安全・安心な社会インフラの整備・運営に取り組んでまいります。こうした取り組み

は、空港運営にとどまらず等々力緑地の整備・運営などに幅広く活用してまいります。

航空機事故発生を想定した対処訓練の様子（仙台空港）

47

CONTENTS

私たちの目指すもの

イントロダクション

CONTENTS〈目次〉

対話テーマ

 トップコミットメント

 東急を知る

 価値創造ストーリー

 経営戦略

 事業別戦略と実績

 サステナビリティ経営基盤

サステナビリティマネジメント

サステナブル重要テーマ（マテリアリティ）

安全・安心

安全マネジメント／安全投資

安全教育とコミュニケーション

街のレジリエンス／食の安全

ひとづくり

人権

脱炭素・循環型社会

知的資本

ステークホルダーとの共創

 ガバナンス

 企業情報



企業情報サステナビリティ経営基盤事業別戦略と実績 ガバナンス経営戦略価値創造ストーリートップコミットメント 東急を知る

ひとづくり  ［ 人材戦略 ］

Message

圧倒的従業員起点で進める人的資本経営
2024年度を始期とする中期3か年経営計画において、当社は人材を連結経営の根幹と位

置付け、“個”の力を最大限に引き出す人的資本経営を推進し、従業員一人ひとりが輝ける

会社を目指しています。当社は「美しい時代へ」というグループスローガンのもと、安全・

安心を基盤に社会的責任を果たし、美しい生活環境の創造を通じて、調和ある社会と一人ひ

とりの幸せの実現を追求しています。この理念の実現には、従業員が理念に共感し、課題

解決に取り組み、明るい未来を創造する強い意志を持つことが不可欠です。中期3か年経

営計画のビジョンワードである「Creative Act.（創造力でしなやかに行動すること）」のも

と、人材戦略室では、「圧倒的従業員起点」という目標を掲げ、研修、ランチセッション、タ

ウンホールミーティング、エンゲージメント調査などを通じて従業員の声を集め、キャリア支

援の拡充、人事制度の改定、社内環境の整備、処遇改善などを従業員目線で推進していま

す。従業員一人ひとりが挑戦と成長にやりがいと誇りを感じ、自分らしい人生を歩めるよう、

経験価値の向上に取り組み、エンゲージメントの向上と“個”の最大化を支援しています。そ

して、従業員が最大限のパフォーマンスを発揮することで企業価値が向上し、その成果を従

業員に還元するという好循環の構築を目指しています。

働きがい・働きやすさ・処遇で支える“個”の最大化
私たちは、従業員一人ひとりが幸せを感じ、輝いて仕事に取り組める環境の創造こそが

“個”の最大化につながり、ひいてはグループ全体の企業価値の向上を実現すると考えて

います。そのため、心理的安全性や心に余裕を持てる「働きやすい」環境の整備、自分の

仕事に誇りを持ち「働きがい」を感じられる職場づくり、そして納得感のある「処遇」の提供

に重点的に取り組んでいます。「働きがい」の向上に向けては、理念に沿った貢献実感と自

己成長の実感を得られるよう、人材育成支援を積極的に展開しています。自己啓発支援制

度の拡充や資格取得支援制度の導入により、自己啓発への意欲を後押ししています。「働き

やすさ」については、心理的安全性の高い職場づくりや、多様な人材が活躍できる柔軟な

働き方の推進など、社内環境の整備を進めています。独身寮の無償化や社宅賃料の引き

下げ、ライフイベントに応じた休暇制度の整備など、生活面からも働きやすさを支えていま

す。「処遇」については、社内外の優秀な人材の定着・獲得・活躍を促進するため、市場競

争力を意識した処遇の引き上げを進めています。2024年9月には従業員向け株式インセン

ティブ制度を新設し、社員の株主マインドを醸成するとともに、2025年には基本給や賞与

の増額、特別一時金の支給により年収水準の向上を実現しました。これらの取り組みを継

続的に推進することで、従業員から「選ばれる会社」であり続けるとともに、連結経営および

事業推進基盤の一層の強化を図り、持続的な企業価値向上につなげてまいります。

従業員一人ひとりの幸福を起点に、
“個”の最大化と企業価値向上の好循環を築く
人材戦略室長　高橋 真樹子

人材戦略の全体像

理念「美しい生活環境を創造する企業」への共感

個を最大化する
3要素

（重点課題）

個の最大化 企業価値の最大化

戦略・目標値の納得感／職場の連携・一体感

〈直近施策例〉•株式インセンティブ導入（2024年9月～）  •基本給・賞与等の改善（継続的に実施）

処遇
•公共性の高い企業の安定性
•労働市場の動向を意識

働きがい
•自己実現の支援
•理念に沿った人材開発

働きやすさ
•柔軟な働き方
•信頼関係のある安心な職場

〈直近施策例〉
•資格・自己啓発の支援拡大
（2025年4月～）

〈直近施策例〉
•寮・社宅の条件改善・拡充
（2025年3月～）

目指す姿：従業員から選ばれ続け“個”を最大化する人的資本経営を推進
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人的資本の項目※ 中期経営計画における強化ポイント

優秀かつ多様な
スキルを有する
人材獲得

採用

維持

サクセッション

人材育成

リーダーシップ

育成

スキル／経験

エンゲージメント

ダイバーシティ

ダイバーシティ

育児休業

非差別

健康・安全

安全

身体的健康

精神的健康

労働慣行

労働慣行

賃金の公正性

組合との関係

福利厚生

児童労働／強制労働

コンプライアンス

人材登用制度拡充／
社員向け株式インセンティブ制度

グループ全体で経営人材育成

役職別・職責別研修の拡充／自律的キャリア形成支援／
配置（公募・タフアサインメント等）

目に見えない違いも含めた多様性を生かす組織づくり／
多様な働き方の最適選択「ベストハイブリッド」

Well-Being向上
メンタルヘルス対策／がん対策／（生活習慣・運動対策／東急病院との連携強化）

多様な“個”を支援する処遇を含めた人事施策の推進
（外部環境や従業員多様化への対応）

社内コミュニケーション施策（タテ・ヨコ・ナナメ）

労働安全施策

福利厚生制度の拡充

「ビジネスと人権に関する指導原則」に基づく取り組み

価
値
向
上
に
必
要
な
意
識
変
革

エ
ン
プ
ロ
イ
ー
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
向
上

※出典：経済産業省「第3回非財務情報の開示指針研究会事務局資料」を参照し、作成

企業情報サステナビリティ経営基盤事業別戦略と実績 ガバナンス経営戦略価値創造ストーリートップコミットメント 東急を知る

ひとづくり  ［ 人材戦略 ］

2024年度実績

186千円
（96千円）※3

2023年度実績

88千円

2024年度実績

B
2023年度実績

B
総合満足度

3.37
総合満足度

3.32

2024年度実績

14.2%
2023年度実績

13.9%

2024年度実績

100%
2023年度実績

93.9%

2026年度目標

100千円
以上

2026年度目標

A
総合満足度

3.5

2026年度目標

18%以上

2026年度目標

100%

※1 Bは11段階評価の上から6段階目、Aは同3段階目
※2 研修・教育実習費を、当社従業員、当社から社外への一部出向者、社外から当社への出向
者の合算人数で除した数字

※3 資格取得支援制度導入に伴う経過措置の特殊要因を除いた費用
※4 前年度に子が生まれた男性従業員のうち、前年度＋当年度に育児休職等を取得した者の割合

従業員エンゲージメント※1

一人当たり研修・教育実習費※2 

管理職に占める女性比率

男性育休取得率※4

人的資本の項目別強化ポイント 主要KPI

➡P.50

➡P.53

➡P.54

➡P.54
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企業情報サステナビリティ経営基盤事業別戦略と実績 ガバナンス経営戦略価値創造ストーリートップコミットメント 東急を知る

ひとづくり  ［ 従業員エンゲージメント ］

働きがいと働きやすさの向上を目指し、従業員エンゲージメント調査を活用した人材戦略を推進しています。
調査結果に基づき、課題に即した具体的な施策を着実に実行しています。

エンゲージメント調査の結果と取り組み
当社では、2019年7月より、人事施策の実効性を客観的指

標により評価し、従業員の働きがいおよび満足度の向上を図る

ことを目的として、従業員エンゲージメント調査を導入してい

ます。多様な人材の能力を最大限に発揮させる取り組みを推

進するにあたり、個々の能力が組織に対して有効に還元されて

いるかを確認するうえでも、当該調査は重要な位置づけを有し

ています。

調査結果においては、「自社の事業が社会に貢献していると

感じられる」といった社会的意義に対する満足度が高いこと、な

らびに「上司に気軽に相談できる」「部下の意見に耳を傾ける」

といった上司の支援行動が、調査開始以来、当社の強みとして

継続的に評価されています。一方で、「全社の一体感」や「階

層間の意思疎通」に関しては課題が認められ、「理念や戦略の

発信・伝達・浸透」にも改善の余地がある状況です。また、「人

材の採用・配置」や「評価・給与の妥当性」といった人的資源・

制度面、さらには「業務・IT環境の充実度」などの施設環境に

おいても、課題が顕在化しています。これらの課題に対しては、

具体的な施策を講じることにより、改善を図っています。

当社は創業以来、公共交通の整備と開発を両輪とし、公共

性と事業性の両立を図ったまちづくりを通じて、社会課題の

解決に継続的に取り組んでまいりました。従業員はその使命

に誇りを持ち、日々の業務に従事しています。まちづくりを推

進するために展開している交通、不動産、生活サービス、ホテ

ル・リゾートの各事業は、10の事業部門により構成されており、

東急病院を含む10の管理業務を担う室等の組織が、これらの

事業を支える体制となっています。

従業員には、組織や階層の枠を越えて創造力を発揮し、柔軟

に行動することが求められており、会社はそのような企業風土

の醸成に努めています。エンゲージメント調査の結果を踏まえ、

事業間連携の深化によるコングロマリットプレミアムの創出を

目指す中期3か年経営計画期間においては、経営層と従業員、

また従業員同士のコミュニケーションの促進、ならびに組織間

の連携を生む社内風土の醸成に、より一層注力しています。
エンゲージメント・レーティング（ER）と総合満足度

領域別の期待度と満足度のプロット（抜粋）

領域別の施策

3.0

3.2

3.4

3.6

3.8

3.1

3.3

3.5

3.7
AAA
AA
A
BBB
BB
B
CCC
CC
C

（総合満足度） （ER）

3.37

（年度）2021 2022 2023 2024 2026
（目標）

3.32 3.32 3.37
3.5

〈組織状態〉

相互に信頼
しあえている

相互に
話せばわかる

相互に
不信感がある

BB
B B

B

A

調査概要
•対象：当社従業員（出向者および
臨時雇・派遣社員は除く）
•時期：2024年12月
•方法：（株）リンクアンドモチベー
ションのエンゲージメント調査「モ
チベーションクラウド」を使用した
全64項目の設問に対するWeb回答
•結果：レーティングは同社の延べ

12,870社、約532万人の実績か
ら測定する偏差値。Aは全11段階
評価の上から3段階目、Bは上か
ら6段階目。総合満足度は、会社、
仕事、上司、職場の満足度を5点
満点で調査した結果の平均値。
•回答数・回答率：

1,628名・95.9％

領域名（主な項目） 施策

強み

1  支援行動（部下への支援行動・部下への傾聴姿勢） •1on1ミーティング

2  会社基盤（顧客基盤安定性・財務健全性） •経営計画の着実な推進

3  事業内容（自社の事業優位性・社会的意義や貢献感） •サステナブル重要テーマの推進
•事業別戦略の実行

弱み

4  組織風土（全社的連帯感・階層間の意思疎通）
•各種従業員交流イベントの実施
•Creative Act.の発信・浸透 ➡P.52
•風土醸成マガジンでの発信

5  施設環境（ IT環境の充実度・業務環境の充実度） •働く環境の改善 ➡P.55
•PCの更新

6  人的資源（多様な人材・適切な採用配置） •DE＆I推進 ➡P.54
•採用の取り組み ➡P.53

7  理念戦略（理念の発信・浸透・戦略目標への納得度） •タウンホールミーティングの実施 ➡P.51

8  制度待遇（評価・給与の妥当性・研修制度の充実度） •処遇改善 ➡P.48
•教育研修制度の充実 ➡P.53満足度

期
待
度

低
低

高

高

弱み

強み
1

2
37

6
4 5

8
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企業情報サステナビリティ経営基盤事業別戦略と実績 ガバナンス経営戦略価値創造ストーリートップコミットメント 東急を知る

ひとづくり  ［ タウンホールミーティング ］

タウンホールミーティングによる対話の充実
当社では、2024年度を始期とする中期経営計画発表を契機に、社長をはじめとした経営層

による会社理念の発信や、掲げた戦略や目標の伝達、そして従業員の理解や納得感の向上のた

め、継続的にタウンホールミーティングを実施してきました。従業員エンゲージメント調査では

「理念戦略」が継続的に弱みであることが確認されており、会社の理念や戦略の発信・伝達の

場として、さらには、従業員との対話の場としてタウンホールミーティングを活用しています。

2024年4月、中期3か年経営計画の発表後初の全社タウンホールミーティングを開催し、全

従業員向けにオンライン配信しました。会場だけでも500名を超える従業員が参加しました。

社長が中期3か年経営計画に込めた想いを説明した後、「渋谷・沿線・海外の各拠点の成長戦

略」や「グループ間・組織間の壁」について、従業員と意見を交換しました。2024年6月には、

「当社および当社グループにおける会社間や組織間の壁」をテーマに、社長と人材戦略室長に

よる対談形式のタウンホールミーティングを開催、出席した従業員からも多くの質問が投げかけ

られ、社長と従業員の率直な対話の場となりました。

2025年4月には、企業理念の発信や浸透、経営計画および人材戦略の理解促進を目的とし

て、 2024年に引き続き全社タウンホールミーティングを実施しました（CREATIVE DAY）。今

後も継続的にタウンホールミーティングを開催し、社長自らが理念や経営計画の達成に向けた

想いを発信・浸透させるとともに、従業員との直接対話の機会を積極的に設けていきます。

当社は、2025年4月に、CREATIVE DAY（全社タウンホールミーティング）を開催しま

した。今回は、複数の役員によるパネルディスカッションを充実させ、登壇者自らの言葉で

考えや想いを発信し、組織全体の一体感や共感の構築を図りました。参加した従業員のアン

ケートでは、「登壇者の人柄や価値観が伝わってきた」や「会社への信頼感が増した」といっ

た前向きな意見が多く寄せられました。

実施回数 テーマ

7回
•中期3か年経営計画 •東急の「壁」 •地域コングロマリット経営
•東急グループ存在理念 •コングロマリットプレミアム実現に向けて
•開発と運営 •これからの人事施策  等

2024年度以降のタウンホールミーティング

経営計画を説明する堀江社長 対談する社長と人材戦略室長 より深い対話を重視した小規模形式

Topic   CREATIVE DAY 2025
（全社タウンホールミーティング）

•日時：2025年4月
•場所：本社会議室 ＋ Webハイブリッド
•参加者：約530名
•アンケート結果：参加者満足度 4.7点（5点満点）

開
催
概
要

プログラム 内容

中期3か年経営計画2年目の決意表明
（登壇者：堀江社長）

•事業環境の変化に対応できる柔軟な企業体質の重要性
•人材重視と挑戦を奨励する企業文化の継承

〈パネルディスカッション①〉
コングロマリットプレミアム実現に

向けた活動について

•コングロマリットプレミアムとは
•コングロマリットプレミアム実現に向けた活動とは

今後の人事施策
（登壇者：高橋人材戦略室長）

•人材戦略の方針と直近の実行施策について
•今後の目指す姿

〈パネルディスカッション②〉
存在理念「美しい生活環境の創造」を

実現する会社とは？

•グループスローガン「美しい時代へ」の誕生背景
•理念につながる東急らしさとは

理念策定時の想いやエピソードを伝える多田執行役員 懇親会で、渋谷のブランディングについて説明
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企業情報サステナビリティ経営基盤事業別戦略と実績 ガバナンス経営戦略価値創造ストーリートップコミットメント 東急を知る

社
会
実
装
検
討

社
長
プ
レ
ゼ
ン

最
終
発
表

ア
イ
デ
ア
ソ
ン

ひとづくり  ［ Creative Act.を促す風土づくり ］

中期3か年経営計画のビジョンワード「Creative Act.」のもと、既成概念にとらわれず顧客視点で新たな価値を創造し、
従業員一人ひとりが能動的に行動する企業風土の定着に向けて、さまざまなプログラム・仕掛けを展開しています。

Creative Act. Award 東急線沿線新サービス開発プログラム
当社では、中期3か年経営計画に掲げる「Creative Act.」に込められた「世界が憧れるまちを

目指し、創造力でしなやかに行動することで様々な課題を解決し、明るい未来を創っていく」とい

う理念の醸成を図ることを目的に「Creative Act. Award」を創設しました。1年間に提供され

たプロダクトやサービス、他社、他団体との連携プロジェクトについて、創造性、課題解決、価値

創出、挑戦、創意工夫といった観点から優れた案件を表彰する制度です。第1回となる2024年

度は、連結子会社も含む合計97件の応募があり、社長を中心とした社内審査の結果「大賞」1件、

「優秀賞」2件、「特別賞」16件の合計19件を選出し、2025年5月に表彰式を開催しました。

本表彰制度を通じ、業界の垣根を越えて当社グループ各社の知

見を共有することで、「Creative Act.」のさらなる浸透を図ります。

中期3か年経営計画で掲げたビジョンワード「Creative Act. 」を具現化すべく、連結各社従

業員を対象に東急線沿線の価値を高める新サービス開発プログラムを実施しています。東急線

沿線が「住み続けたい街・訪れたい街・働きたい街」であり続けるためのアイデアを広く従業員

から募り、アイデアソン（アイデア＋マラソンの造語。多くのアイデアを出し、磨き上げてまとめ

る手法）を経て、採択された案件の社会実装に向けた

検討を進めています。従業員のクリエイティブな思考

を育み、自身の担当業務に限らず常に沿線価値の向上

に取り組む風土の醸成を目指しています。

第2回となる2024年度は139件のアイデア応募があ

り、社長プレゼンにて4件が実現検討アイデアとして採

択され、実現に向けて活動しています。

2024年度実績

103人応募者・
アイデアソン参加者

139件
（前年＋22件）

応募アイデア数

2024年度実績 97件応募数

Creative Act.を促す仕掛け（１）

2025年2月、本社至近にあるサテライトオフィスの一画
に、従業員が気軽に立ち寄ることができる「CREATIVE 
CAFE ＆ BAR」を設置しました。食事やお酒をともない
ながら、よりクリエイティブな発想やコミュニケーションを
促進するための「場」として活用しています。

当社と資産運用会社である東急アセットマネジメントの協力のも
と不動産ファンドを組成し、当該ファンドが物件を取得（東急ホテル
ズ&リゾーツが運営受託する「ザ パーク フロント ホテル アット ユ
ニバーサル・スタジオ・ジャパン」の土地建物）。当社グループ会
社が物件取得せずに従来のホテル運営受託を継続したことに加え、
フィービジネス（アセットマネジメント・プロパティマネジメント業務）を獲得した点を評価。

Creative Act.を促す仕掛け（2）

当社連結各社の事業や業務の「今」を担当者が紹介す
る、全従業員が参加可能なオンラインイベント「ランチ
セッション」を定期開催しています。普段接点の少ない事
業や業務を知ることで、新しい視点やアイデアを得る機会となることを目指します。2016年より
延べ155回（2024年度は14回）開催し、のべ18千人が参加しました（2025年7月時点）。「CREATIVE CAFE & BAR」を利用する堀江社長

表彰式の様子

アイデアソンの様子

プログラムの流れ

アイデアソン
参加者募集

アイデアを
社内公開

ア
イ
デ
ア
募
集

大賞 パーク フロント ホテル証券化

Creative act. Award の詳細についてはWebページもご参照ください。
 https://www.tokyu.co.jp/company/information/pdf/20250612-caa2025-t.pdf
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企業情報サステナビリティ経営基盤事業別戦略と実績 ガバナンス経営戦略価値創造ストーリートップコミットメント 東急を知る

コース名 募集対象
学部・学科

1  
鉄道事業
電気・車両

電気系・機械系・
情報系専攻

2  
鉄道事業
工務

土木系・
建築系専攻

3  
不動産事業 全学部全学科

4  
財務・経理 全学部全学科

5  
法務 全学部全学科

6  
人事 全学部全学科

ひとづくり  ［ 採用・育成 ］

東急バリューに基づく採用・教育 人材育成方針
当社では、従業員一人ひとりが共有すべき価値観と行動として「東急バリュー」を策定してい

ます。東急バリューは、3つの志と5つの行動から成り立っており、これらの実践を通じて、高い

志を持ち、自ら考え、主体的にやり抜く人材の育成と、イノベーションが生まれる企業風土の醸

成を目指しています。また、長期的な視野に立ち、事業環境の変化に柔軟に対応しながら、事

業の着実な推進を可能にする人材の採用・育成・配置をテーマに、人材に積極的な投資を行っ

ています。

さらに、当社では2024年度入社の新卒総合職採用者から、大学で学んだことを活かして仕事

をしたいという想いや明確にやりたいことのある学生が増えてきている現状と、専門性の高い

人材の確保が今後さらに重要になるとの考えから、初期の配属のみを確約する「初期配属確約

コース」を導入しました。また、あらゆる部門に配属される可能性のある「総合コース」も設け

ており、本人の志向や適性を踏まえ、最適な配属を実施しています。

多様な事業を営む当社において、一人ひとりが変化を前向きにとらえ、挑戦と成長をすること

で各事業を強化していきます。そのため当社では「従業員一人ひとりに寄り添い、学ぶことで成

長が実感できる場の提供」を育成方針に掲げております。さらに会社・組織・チーム・個人間

など網の目状の連携により総合的な競争力を生み出していきます。これらを踏まえ「職責別研修」

「グループ経営人材・リーダー育成」「自律的キャリア形成支援」「自己啓発支援・個別支援」の

4つの枠組みで施策を展開しています。

「グループ経営人材・リーダー育成」では、東急グループ全体の組織力・人材力向上を目的に

「東急アカデミー」を2006年より開講し、延べ860名以上（2025年3月末現在）の修了者を輩

出してきました。経験・内省・学習の3つのプロセスを通じて、経営人材としての力を高めると

ともに、グループ各社の次世代を担う人材同士の相互啓発を通じて、東急グループ理念を実現

する経営者への成長機会を提供し、多様な連携の礎を築いています。

「自己啓発支援・個別支援」では、学習費用を支援する自己啓発支援制度を2025年4月よ

り強化し、費用補助割合を50%から75％に引き上げ、年間上限額も引き上げました。さらに、

2025年7月には資格取得支援制度を新設し、報奨金支給および受験費用・登録費用の支援を

開始することで成長を後押ししています。

2025年度 人材育成体系

東急バリュー 初期配属確約コース（2026年度採用）

職
位 職責別研修 グループ経営人材・

リーダー育成
自律的キャリア形成支援 自己啓発支援・

個別支援公募 キャリア支援

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
職

ス
タ
ッ
フ
職

ビジネススキル研修 東
急
ア
カ
デ
ミ
ー 大

学
院
派
遣

業
務
外
活
動（
複
業
）

社
外
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
相
談

年
代
別
キ
ャ
リ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
・

キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
面
談

自
己
啓
発
支
援
制
度（
学
習
費
用
等
の
補
助
）

資
格
取
得
支
援
制
度

部
門
・
出
向
者
支
援

サ
ブ
ス
ク
型
学
習
費
用
補
助

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
測
定
テ
ス
ト

外
部
プ
ロ
グ
ラ
ム
派
遣

異
業
種
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ス
ク
ー
ル
派
遣

社
内
サ
ポ
ー
ト
ワ
ー
ク
業
務

東
急
リ
ー
ダ
ー
ズ

プ
ロ
グ
ラ
ム

ビジネススキル研修

既任者向け研修

新任者向け研修

新任者向け研修

新入社員研修

東急バリュー
～高い志を持ち、自ら考え、主体的にやり抜く～

学習する 考える

やり抜く

対話する

すばやく
動く

行動

志

顧客価値
お客さまが求める
価値を追求し続ける

共創
互いを高めあい、
知恵を結集させて
連携を進める

挑戦
常に新しい価値の
創造に向けて
突き進む
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企業情報サステナビリティ経営基盤事業別戦略と実績 ガバナンス経営戦略価値創造ストーリートップコミットメント 東急を知る

ひとづくり  ［ DE＆I ］

DE&Iマネジメント
人材戦略を推進するうえでのキーワードの一つに「DE&I」

があります。当社は交通、不動産、生活サービスなどお客さま

の日々の暮らしに深くかかわる領域で事業を展開していますが、

そのお客さまの価値観や行動は、社会環境の変化に伴って大

きく変容し、多様化し続けています。　

同質性の高い組織では、お客さまに選ばれる企業であり続

けることはできず、多様性を生かす組織づくりが必要不可欠

です。ジェンダー、年齢、障がい、性的指向、性自認、性表現、

家庭環境、経験、価値観などといった、さまざまなちがいがあ

ることを知り、いかなる差別も容認せず、それぞれを受け入れ、

“ちがいをちからに”するDE&Iを推進しています。

中でも女性活躍推進は、当社のDE＆I推進に最もインパク

トを与えるテーマと認識し、特に注力してきました。当社は

1989年より女性総合職の採用を開始しており、それ以来、採

用・配属・登用・処遇を性別差なく実施し続け、男女ともに働

きやすい制度づくりを積極的に推進し、育成においては女性向

け研修を実施しています。その結果、女性管理職は着実に増

加しており、部門長・部長を含め、女性管理職比率は、2025

年3月末時点で14.2％となっています。当社グループでも5名

が社長を担っており、女性活躍は質・量ともに推進されていく

と考えています。

また、男性の育休取得を推進することが、ご家族の生活を豊

かにするだけでなく、従業員に通常の勤務では得難い経験や

気づきをもたらし、結果として長期的に働きがいを持って当社

で活躍することにつながると考えています。男性育休取得率

を、2026年度末までに100%とすることを掲げ、2024年度

に初めて100％を達成しました。今後も休暇を取得しやすい環

境づくりを進めていきます。

障がい者雇用については、障がい者が安心して長く働き続

けられる環境づくりを推進しています。2004年に設立した特

例子会社の株式会社東急ウィルでは、鉄道関係施設内の清掃

業務を中心に、寝具類のクリーニング業務や名刺印刷業務を

担っています。2023年度からは書類の封入作業や缶バッジ

製作などにも業務内容を広げ、雇用の機会を拡大しています。

（障がい者雇用率実績：2.72%。2025年6月、当社企業グ

ループ6社算定）

LGBTQに関しては、LGBTQ当事者を講師とするセミナー

の開催、社内相談窓口の開設、「多様性」と「Ally（アライ）」を

表現するレインボーグッズの制作と社内配布、Tokyo PRIDE

への協賛と人材戦略室による「プライドフェスティバル」への

参加および社内メディア掲載、パートナーに関する就業規則の

変更、性別不問の社員寮開設などさまざまな取り組みを行っ

ています。

今後も年齢、性的指向、性自認、性表現、家庭環境、経験、

価値観など、より広範な切り口で多様性を生かす組織づくりに

取り組んでいきます。
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※1  2022年10月の人事制度改定に伴い一部職層を管理職に変更
※2  2018年度までは東京急行電鉄、2019年度以降は当社の数値

※3  前年度に子が生まれた男性従業員のうち、前年度＋当年度に育児休職等を取得
した者の割合
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企業情報サステナビリティ経営基盤事業別戦略と実績 ガバナンス経営戦略価値創造ストーリートップコミットメント 東急を知る

ひとづくり  ［ 働く環境／健康経営 ］

働く環境のさらなる改善 健康経営

外部からの評価

当社では「誰もが働き続けたい会社」の実現に向けて、制度・環境の整備、風土づくりを進め

ています。2000年代初頭より働き方改革に積極的に取り組み、働きやすい環境づくりを推進し

てきました。社会環境や価値観の急激な変化を踏まえ、柔軟で効果的な働き方を実現し、生産

性向上やイノベーション創出につながるよう、職務や環境に合わせて働く時間・場所・服装等を

従業員が主体的に選択する「スマートチョイス」を展開しています。

また、従業員やチームのミッション・成果を意識し、多様な働き方を効果的に組み合わせる「ベ

ストハイブリッド」方針を掲げています。本方

針は、全社アンケート等の働き方に関する従

業員ニーズを踏まえて策定したものです。フ

レックスタイム制やテレワーク制度などの効果

的な活用、そして従業員個人やチームのベス

トパフォーマンスの発揮を追求してまいります。

当社は健康経営に積極的に取り組んでいます。従業員とその家族の健康は事業を支える根

幹であり、最優先事項と位置付けています。当社の実質的な創業者である五島慶太翁は、「人

の成功と失敗のわかれ目は第一に健康である。次には、熱と誠である。体力があって、熱と誠

があるならば、必ず成功する。」と残しており、健康が不可欠という考えは、当社の価値観とし

て創業当初より脈々と受け継がれてきました。東急グループの存在理念を踏まえ、その実現に

欠くことのできない「健康」を追求する経営を推進するため、「健康宣言」を制定しCHO（最高

健康責任者）を設置しています。CHOは社長執行役員がその役割を果たすことで健康経営管

理体制を構築しています。また、2024年度を始期とする中期３か年経営計画では、サステナ

ブル重要テーマ（マテリアリティ）の一つに「ひとづくり」を掲げ、「誰もが働き続けたい会社」

の実現に向け、従業員の健康リスク低減に取り組むことを明示しています。

具体的な健康経営推進の取り組みでは、企業立病院である東急病院を有する強みを活かし、

当社正社員である産業医・保健師と強固な連携体制を構築し、メンタ

ルヘルス対策、がん対策、生活習慣・運動対策を重点施策としていま

す。近年はプレゼンティーズムの測定

結果を踏まえたさまざまな健康増進施

策やセミナー、若年層を対象とする肥満

対策などを実施し、安全・安心のさらな

る構築や、労働生産性の向上、従業員

エンゲージメント向上を目指しています。

本社分室の増設と本社ビルの改装

当社では、働く環境の改善に向けて、本社ビル（東京都渋谷区）の改装プロジェクトを

進めています。2024年度に実施した従業員エンゲージメント調査では、「施設環境」領

域の評価が前年度よりも低下しており改善が必要でした。一人当たりの執務スペース拡

充や会議室の増加に対応するため、本社ビル至近に約400坪の分室を新設するとともに、

本社ビルにおいても創造的なコミュニケーションが生まれる空間を整備し、「集いたくな

るオフィス」への進化を図っています。

本社ビルのラウンジスペース新設した本社分室の執務スペース

従業員の健康づくりや
コミュニケーション促進の一環として、
「東急グループ駅伝大会」を開催

組織の労働機能の
総合評価
（働く力）

91.9%
※客観的指標に基づくプレ
ゼンティーズム調査結果
（2024年3月実施）
※数値は、「心身の健康に
問題がなく労働機能が発
揮されている割合」

「えるぼし（3段階目）」に
認定

「PRIDE指標『ゴールド』」を
8年連続受賞

「健康経営優良法人（大規模法人部門）」に
9年連続選定

主なESG評価 ➡P.92

「人材活用力」

評価 S
「日経サステナブル総合調査 スマートワーク経営編」
（2024年11月実施）において、分野別評価の「人材活
用力」が「S」（10段階中上から3番目）となりました。特に
「多様で柔軟な働き方」の項目で高い評価を受けました。
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企業情報サステナビリティ経営基盤事業別戦略と実績 ガバナンス経営戦略価値創造ストーリートップコミットメント 東急を知る

人権
国連「ビジネスと人権に関する指導原則」に基づき、サプライチェーン全体への人権への取り組みを推進しています。

人権方針および人権デュー・ディリジェンスの詳細は
Webページをご参照ください。

  https://tokyu.disclosure.site/ja/214/

重要人権リスクの特定

重要人権リスクの内容と取り組み状況

有識者（国際機関・NGO等）が指

摘する人権リスク、同業のリスク顕在

化事例、当社関係部署（主要関連会

社）ヒアリングなどから、連結事業領

域で発生しうる人権リスクを抽出し、

深刻度と発生可能性の観点から特に

重要なリスクを特定しました。

人権侵害の
対象 人権リスクの内容 主な関連

事業領域
•予防・是正に向けた対応方針 ･･･■■
•2024年度の取り組み ･････････････

最
優
先

原材料等の
サプライヤー
従業員

1   深刻な形態の強制労働・奴隷労働、
児童労働 全事業

■■ 人権・サプライチェーンにおける
デュー・ディリジェンス実施
 方針周知書面の取引先送付
 2023年度主要取引先へアンケート
結果フィードバック、直接対話
 2024年度主要取引先特定、
アンケート実施、集計分析

業務委託先等の
従業員

2   下請建設会社等内における
安全・衛生の欠如、深刻な形態の
強制労働・奴隷労働、児童労働

不動産

顧客・消費者

3   健康や安全の
侵害

自社製品・
サービス等の
欠陥による
健康や安全の侵害

全事業
■■ 既存施策継続・強化
■■ 食物アレルギー対応等の徹底

 セルフチェックの実施

テナント製品・
サービス等の
欠陥による
健康や安全の侵害

全事業 1  2と同じ

4   人身取引等への間接的な加担 ホテル・
リゾート

■■ 既存施策の継続・強化
■■ 解説書等による従業員の啓発・教育

 人権啓発動画ツール作成

優
先

連結従業員

5   従業員間でのパワーハラスメント

全事業

■■ 既存施策の継続・強化
■■ セルフチェックの実施
■■ 解説書等による従業員の啓発・教育

 連結各社へアンケート結果フィードバッ
クと是正対応
 カスタマーハラスメント対応方針策定

6   労働環境における安全・衛生の欠如

7   長時間労働・過重労働

8   賃金の不足・未払い

顧客・消費者

9   自社サービス提供時の
顧客（消費者）への差別的対応 全事業

■■ 既存施策の継続・強化
■■ 顧客対応に係るDE&I推進

 eラーニング研修「障害者差別解消法」
の実施（当社・東急電鉄の全従業員）

10   個人情報
流出による
プライバシー
侵害

自社による
プライバシー侵害 全事業

■■ 既存施策の継続・強化
 eラーニング研修
（当社・東急電鉄の役員含む全従業員）

テナントによる
プライバシー侵害 全事業 1  2と同じ

重要な
人権リスク※

深
刻
度

発生可能性

高
い

高い

4 1 32

10
7

9
6

8
5

※国連指導原則に基づき、「発生可能性」よりも「深刻度」に重きを置いて評価。

人権尊重の取り組み実績

   2025年7月までの取り組み
•「人権方針」「サステナブルなサプライチェーン方針・解説書」

の策定

•重要人権リスクの特定、対応方針、解説書の策定

•「安全基本方針」の策定、連結子会社チェックリストの実施

•取引先に対する「サステナブルなサプライチェーン方針」の周知

•連結子会社、取引先へのアンケートの実施・集計・分析と

アンケート結果のフィードバックおよび直接対話の実施

•社外有識者対話

   2025年度の取り組み方針
•連結子会社、取引先へのアンケートの実施・集計・分析・フィードバック・直接対話の継続

•「ビジネスと人権」研修ツールの連結子会社・取引先への展開

•指導原則に沿った苦情処理メカニズムの整備への取り組み　等

開示・
改善 周知

調査 特定
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企業情報サステナビリティ経営基盤事業別戦略と実績 ガバナンス経営戦略価値創造ストーリートップコミットメント 東急を知る

人権

サプライチェーンにおける取り組みをより実効性のあるものとするため、お取引先さまへの働きかけや社外有識者との対話を実施しています。

サプライチェーンマネジメントにおける方針・
解説書およびお取引先さまへの働きかけの
詳細はWebページをご参照ください。

  https://tokyu.disclosure.site/ja/117/

社外有識者との対話

苦情処理メカニズム

お取引先さまへの働きかけ

当社では内部通報窓口を設置しています ➡P.84 。社内のほかに弁護士事務所にも窓口があり、

当社および連結子会社の従業員（取引先を含む）などからの通報・相談に対応しています。また、

お客さまからのご意見・ご相談は東急お客さまセンターにて対応しています。

当社の進める人権とサプライチェーン

の取り組みに関して、2025年3月に、前

年に引き続き2回目となる社外有識者と

の対話を実施しました。対話には、一般

社団法人 日本経済団体連合会企業行

動・SDGs委員会の企業行動憲章タスク

フォース座長でもある、損害保険ジャパン

（株）カルチャー変革推進部シニアアドバ

イザーの関正雄氏をお迎えし、濵名専務執行役員、柏﨑常務執行役員と意見交換を行いました。

•総論から各論へと取り組みが具体化し、着実に前進している。
•人権DD※を進める過程で、外部公表をためらうような事案が生じた場合であっても、それは人権

DDが有効に機能していることの証左と捉えること。
•専門家、有識者だけではなくライツホルダー（人権侵害の被害者となる可能性がある人々）との
対話が重要。
•ISO26000にも記載されているように、加担には直接加担、受益的な加担、暗黙の加担の三種
類がある。この点を含め、加担への理解を深めておくことが重要。  
•従業員の人権に対する意識向上が最重要。その点で社会貢献活動は、社会的課題に触れ社会
的感性を持った従業員を増やし人権意識の醸成を図るよい機会。
•人権DDの取り組みを通じて得た課題をリスクマネジメントするだけではなく、イノベーションの
機会ともして欲しい。

※人権デュー・ディリジェンス（人権リスクを特定し、予防や軽減、是正に取り組む一連のプロセス）

■説明会・アンケートの実施
2024年度、前年度に続き、当社グループのお取引先さまについ
て、4セグメント（交通、不動産、生活サービス、ホテル・リゾート）
とその他の計5領域ごとに当社事業への影響力（取引金額、特定商
材の扱い、潜在的なリスク等）を踏まえ、主要なお取引先さま111社
（2023年度特定の95社は含まない）を特定しました。そのお取引
先さまに対して「サステナブルなサプライチェーン方針に関する説明
会」を開催し、方針の各項目への対応状況のアンケート票を送付しま
した。結果は、9 協力事項と 5 環境への配慮の平均点が相対的に低
い結果となりました。 9 協力事項は、取引先自身の先にあるサプラ
イチェーンへの取り組みが途上であること、5 環境への配慮につい
ては、環境情報の定量的な把握に課題があることが分かりました。

■お取引先さまへの結果共有・フィードバック・直接対話
2024年8月より、2023年度アンケートに回答いただいたお取引
先さまに対して結果をフィードバックし、必要と思われる複数のお取
引先さまと直接対話を行いました。対話を通じて人権やガバナンス
等についての考え方や取り組み内容、課題について相互理解を深
めました。具体的には、外国人の雇用プロセスやハラスメント防止
対応、勤怠管理方法等について確認を行い、今後の改善に向けた
有意義な機会となりました。

■制服の発注における海外縫製工場監査（現地サプライヤー監査）
東急電鉄の従業員が着用する制服の発注に当たり、生地工場や
縫製工場の現地監査を行っています。監査前に生産管理や検品体
制などの品質管理に加えて、人権の尊重、労働環境への配慮、環境
への配慮などの人権・サプライチェーンに係る事項への対応状況
を確認し、現地監査では実際に児童労働が存在していないことや労
務管理の状況、職場の安全・衛生対策の状況、緊急時の避難経路
の整備などを確認しています。2023年度は、ベトナム・インドネ
シアの縫製工場の監査を行いました。

社外有識者対話の様子

けが防止のため、
金属の手袋を着用し
生地を裁断する
取引先従業員

消火器や救急用品の
備え付け、
緊急避難経路の確認

•実施年月：2024年11月～2025年1月  •設問数：73問  •対象社数：111社  •回答率　89％

1   安全性の確保とサービス・品質の向上
2  各種法令等の遵守
3  人権・労働環境への配慮 ◯1 人権
3  人権・労働環境への配慮 ◯2 労働
4  公正な取引の徹底
5  環境への配慮
6   適切な情報の管理
7  BCPの構築
8  地域社会への貢献
9  協力事項

 お取引先さまアンケート結果から
みた領域別対応状況

主
な
コ
メ
ン
ト

お取引先さまアンケート

総合

2

3◯1

3◯2

1

2

3

3

20
40
60
80
100

4

9

8

7

6
5
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企業情報サステナビリティ経営基盤事業別戦略と実績 ガバナンス経営戦略価値創造ストーリートップコミットメント 東急を知る

脱炭素・循環型社会  ［ 環境ビジョン ］

「環境と調和する街」への取り組みをさらに加速させるため、「環境ビジョン2040」として、目標のアップデートを行いました。

New!  環境ビジョン2040 2024年度の進捗と「環境ビジョン2040」の新目標

「環境ビジョン2030」制定より3年間、環境と調和する街のモデルを模索

しながら世界の課題解決への貢献にもつなげていくことを目指し、さまざ

まな取り組みを実践し、当初の目標を上回るペースで進捗してまいりました。

「なにげない日々が、未来をうごかす」というコンセプトのもと、さらに取

り組みを加速させるため、「環境ビジョン2040」として、この度目標のアッ

プデートを行いました。

環境と調和する街のイメージ

※GHG（Greenhouse Gas：温室効果ガス）
※CO₂排出量、GHG排出量、廃棄物量、水使用量の削減率の基準年度は2019年度としています

環境ビジョン2030 環境ビジョン2040 2050年
目標指標 従来目標 2024年度

実績 指標 新目標

自
社
の
取
り
組
み

CO2排出量
 〔Scope 1, 2〕

〈2030年〉
46.2%削減

42.1%削減 GHG排出量
 〔Scope 1, 2〕

〈2030年度〉 55％削減
〈2035年度〉 60％削減
〈2040年度〉 73％削減

実質ゼロ

CO2排出量
 〔Scope 3〕

〈2030年〉
30%削減

37.6%削減 GHG排出量 
〔Scope 3〕

〈2030年度〉 35％削減
〈2035年度〉 45％削減
〈2040年度〉 55％削減

―

再エネ比率
〈2030年〉

50%
54.5% 再エネ比率

〈2030年度〉 60％以上
〈2035年度〉 70％以上
〈2040年度〉 80％以上

100％
（RE100）

廃棄物量
 （収益原単位）

〈2030年〉
10%削減

17.6%削減
廃棄物量

 （収益原単位）

〈2030年度〉 20％削減
〈2035年度〉 25％削減
〈2040年度〉 30％削減

―

水使用量
（収益原単位）

〈2030年〉
10%削減

17.6%削減
水使用量

（収益原単位）

〈2030年度〉 20％削減
〈2035年度〉 25％削減
〈2040年度〉 30％削減

―

街
へ
の
取
り
組
み

環境負荷を
低減するサービス
メニュー提供

〈2030年〉
100件以上 41件

「美しい時代へ 
みらいアクション」指標

モニタリング指標 ―

東急線による
GHG排出削減貢献量

モニタリング指標 ―

SDGs行動する人
〈2030年〉

65%
（3割向上）

45.2% 『みど＊リンク』
アクション 指標

モニタリング指標 ―「環境と調和する街」の実現、そしてそのグッドプラク
ティスを海外のまちづくりにも生かし、地球規模での
「環境と調和する街」づくりを推進していきます

街の皆様との取り組みで当社だけでは実現できない、
広範囲、かつ多くの皆様に参加していただける取り組
みを推進していきます

国際/国内基準に照らし合わせ、脱炭素・循環型社会、
そしてネイチャーポジティブな社会に向け目標を掲げ
取り組んでいきます

環境と
調和する街

街への
取り組み

自社の
取り組み

「環境ビジョン2040」の詳細は
Webページをご参照ください。

  https://tokyu.disclosure.site/ja/135/
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企業情報サステナビリティ経営基盤事業別戦略と実績 ガバナンス経営戦略価値創造ストーリートップコミットメント 東急を知る

脱炭素・循環型社会  ［ 脱炭素社会 ］

脱炭素目標の実現に向けたステップ

脱炭素移行計画

2030年度から2050年までの段階的な目標を定めています。

省エネルギーについて、鉄道事業における鉄道車両の省エネ

ルギー性能が高い新型車両への置き換えや、不動産事業にお

ける環境認証の取得など積極的に進めています。また、電力

の再生可能エネルギー利用の比率を高めるとともに、創エネ

ルギーにも貢献するなど、事業活動と環境価値向上が一体と

なった事業運営に取り組んでいます。電力以外のエネルギー

使用においても、電力への転換や、さらにバイオ燃料、水素燃

料、燃料電池などの代替エネルギーの技術動向を的確に把握

し、導入を積極的に検討することにより、全体のGHG排出量

削減を目指してまいります。

脱炭素目標に向けて、事業特性を活かした取り組みを進め

ています。東急線の再生可能エネルギー100%運行に伴い、

Scope 1, 2のGHG削減取り組みは進捗していますが、エネル

ギー利用の効率化や、安定的・追加性のある調達に向けた投

資を進めていきます。Scope 3については今後取引先やお客

さまに働きかけ、取り組みを具体的に進めます。また、創エネ

や蓄電池活用、新技術導入などを進めながら街の脱炭素に向

けたサービスを展開し、地球環境と調和する街を実現していく

ことで、街とともに持続的な成長を目指します。

環境ビジョン2040に掲げる目標に向かい、脱炭素移行計画を定め、取り組みを進めています。
今後の進捗や社会の情勢を踏まえながら、意欲的に推進してまいります。

2019年（基準年）

排出量０

電力
（CO2排出を含む）

ガソリン・都市ガス 等

2030年

再エネ由来電力

ガソリン・都市ガスの電化

省エネルギー

再エネ由来電力

省エネルギー

カーボンオフセット

電力
（CO2排出を含む）

ガソリン・都市ガス 等

2050年

ガソリン・都市ガス 等

代替エネルギー
（バイオ燃料・水素 等）

GHG排出量
55%削減

GHG排出量
実質ゼロ

電力の
再エネ比率
60%以上

電力の
再エネ比率

100%

CO2換算エネルギー構成（Scope 1, 2）

目標進捗（2024年度）

脱
炭
素

Scope 1, 2

再エネ比率

Scope 3

主な施策 調達

ア
ク
シ
ョ
ン

交通 Green Transport 再エネ100%輸送、省エネ技術、新創エネ技術 サステナビリティ・ボンド
2020年度～2022年度　累計500億円
グリーン・ボンド
2024年度　300億円
サステナビリティ・リンクボンド※
2022年度　100億円
サステナビリティ・リンクローン※

2021年度～2024年度　累計467億円 等

不動産 Green Building
専用部含む再エネ100%導入前倒し、
CPPA契約拡大、環境認証取得

生活サービス
Eco-friendly Lifestyle

省エネ技術、オンサイトPPA、資源循環、
施設への再エネ導入ホテル・リゾート

その他 Green Infrastructure
発電事業、インフラファンド事業、
蓄電池を利用した電力需給調整

※CO2排出量削減目標をSPT（サステナビリティ・パフォーマンス・ターゲット）に設定

2019年 2030年 2050年

35%削減

60%以上

55%削減 実質ゼロ

100%

カーボンニュートラルの推進

42.1%削減

54.5%

37.6%削減
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企業情報サステナビリティ経営基盤事業別戦略と実績 ガバナンス経営戦略価値創造ストーリートップコミットメント 東急を知る

脱炭素・循環型社会  ［ 脱炭素社会 ］

気候変動による事業への影響を想定し、リスクと機会への対応について
事業戦略と一体化していくための取り組みと開示を行っています。

分類 リスクの内容 対象期間※1
事業区分

影響度※2

（2030年時点）
リスク管理・今後の対応

交通 不動産 生活
サービス

ホテル・
リゾート

移行リスク
1.5℃（シナリオ）

•電力コスト、炭素税の増加 中・長期 ● ● ● ● 中～大 •自家発電（太陽光発電や蓄電池）の導入に向けた検討の推進
•再生可能エネルギー調達・導入に向けた検討の推進
➡東急線全路線再エネ運行（2022年4月～）
➡不動産賃貸事業における当社所有物件は2024年度に実質
再エネ100%導入達成。新築物件は再エネ導入を基本仕
様とする。※一部物件を除く

•省エネ技術開発による二重投資
•ZEB化・EVバス導入による
コスト増加

中・長期 ● ● ― ― 中

•水害多発エリアからの顧客の
流出、資産保有機運の低下 短・中・長期 ― ● ― ― 小

物理リスク
4℃（シナリオ）

•災害激甚化に伴う施設被害による
サービス停止、改修コスト増加、
顧客流出・減少、保険料増加

短・中・長期 ● ● ● ● 小～大
【既存対策】
•施設の浸水防止対策 •法面崩落対策
•車両避難訓練 •電源設備の強靭化
【今後の取り組み】
•浸水防止対策の高度化、アセットオーナーとの協働
•高リスク物件の用途・保有の見直し
•法面崩落対策の継続推進
•事業間連携による浸水回避・軽減策の推進
•災害発生時の危機管理本部との連携・訓練の実施
•構造改革の実施による損益分岐点の引き下げ

•気温上昇に伴う都市環境の変化 中・長期 ● ● ● ● 小

•新型感染症発生による
輸送人員・利用者の減少 短・中・長期 ● ― ● ● 小～大

※1 対象期間：短期／2年以内、中期／3～5年、長期／6年以上　※2  影響度：大／50億円以上、中／50億円未満、小／10億円以下

リスクの重要度は、「各事業への影響度」と事象の「発生度」
から評価しました。「各事業への影響度」は、気候関連の影響
を受けると想定される対象事業の影響規模を分析し、「発生
度」は、自然災害などの物理リスクについてはIPCC（国連気
候変動に関する政府間パネル）の第5次および第6次評価報告
書を参考に評価し、移行リスクについては、環境法令や炭素税
の導入など将来的な政策目標・導入計画の動向や現在の政策
導入などを基に推計・分析しています。
財務的な影響は、1.5℃シナリオにおける移行リスクでは主
に、電力使用量や太陽光発電の一部導入計画などに基づき算
定し、4℃シナリオにおける物理リスクは主に、河川氾濫などの
最大浸水深や新型コロナウイルス感染症による影響をベース
に見込みました。連結への影響度は発現状況により想定影響
額が変わる可能性があることから幅をもって想定しています。

重要な機会は、1.5℃シナリオを中心に検討し、省エネ技術
開発によるコスト減少、環境意識向上による公共交通利用者
の増加や環境配慮物件への入居志向の向上などを見込んでい
ます。また、環境ビジョンで掲げる「環境と調和する街」の実現
を通じた、東急線沿線を中心とした顧客および顧客生涯価値
の増加による、各セグメントにおける事業成長を見込みました。
財務的な影響は、新造車両への代替や太陽光発電による電
力コスト削減効果、鉄道利用への移行、環境配慮物件の賃料
上昇などを推計したほか、「環境と調和する街」の実現では、
東急線沿線における施設やサービスの利用者数の増加やエシ
カル消費などの消費を見込みました。

重要なリスクの分析の前提

重要な機会の分析の前提
分類 機会の内容 対象期間※1

事業区分
影響度※2

（2030年時点）交通 不動産 生活
サービス

ホテル・
リゾート

機会
1.5℃（シナリオ）

•輸送効率優位性による利用者の増加※3 •平均気温上昇による需要の変化
•被災リスク低エリアへの顧客流入 •ステークホルダーの環境意識向上 中・長期 ● ● ● ● 中

•自己投資による発電事業や省エネ、技術開発
•インフラファンドを通じた再エネ発電所の開発投資 中・長期 ● ● ● ● 中

•新しい生活様式を見据えた運賃収受施策の多様化 短・中・長期 ● ― ― ― 大

•CO2排出権売買等の制度導入による事業収支向上・物件価値向上 中・長期 ― ● ― ― 小

•ZEB化およびZEH化環境配慮物件への需要の増加 中・長期 ― ● ― ― 小

•「環境と調和する街」「世界が憧れるまちづくり」の実現による顧客や顧客生涯価値（LTV）の増加 短・中・長期 ● ● ● ● 大

重要な移行・物理リスクと対応

重要な機会

TCFD提言への対応の詳細は
Webページをご参照ください。

  https://tokyu.disclosure.site/ja/183/

※1 対象期間：短期／2年以内、中期／3～5年、長期／6年以上　※2 影響度：大／50億円以上、中／50億円未満、小／10億円以下　※3 東急線全路線再生可能エネルギー由来の電力100%での運行など
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企業情報サステナビリティ経営基盤事業別戦略と実績 ガバナンス経営戦略価値創造ストーリートップコミットメント 東急を知る

当社グループの2024年度のCO₂排出量の内訳は上記の通

り、Scope 1, 2が18.0%、Scope 3が82.0%を占めています。

Scope 1, 2は、2024年度358千t-CO2となり、2019年度か

ら42.1%削減となりました。再生可能エネルギーの積極的導

入などにより、CO2排出量の削減は計画を上回るペースで着

実に進んでいます。

2030年度の目標をより意欲的に設定し、環境ビジョン2040

としてアップデートすることで、新たな挑戦を進め、さらなる推

進力を生み出していきます。

なお、GHGの排出量および推移につきましては、非財務データ
➡P.93  をご参照ください。

指標と目標・進捗 Scope 1, 2のCO2排出量の推移（連結）

Scope 3のCO2排出量の推移（連結）

再エネ比率の推移（連結）

42.1%削減

0
100
200
300
400
500
600
700

新目標
2019年度比

55%削減
 （GHG排出量）

（千t-CO2）

20212020 2022 2023 2030
（目標）

2019
（基準年度）

618
544 535

383

2024

358353

37.6%削減
新目標

2019年度比
35%削減 

（GHG排出量）

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000
（千t-CO2）

20212020 2022 2023 2030
（目標）

2019
（基準年度）

2,622
2,179 2,225 2,332

2024

1,6351,522

0

10

20

30

40

50

60
（%）

2021 2022 2023 2030
（目標）

2019 2020
0.5 0.8 1.4

39.7

2024

54.5
44.2

60.0

新目標
60%以上

Scope 1, 2, 3のCO2排出量の内訳（連結）
Scope 1

6.2%
その他 Scope 3
9.7%

〈カテゴリ3〉
Scope 1, 2に
含まれない
燃料及び
エネルギー活動
10.8%

〈カテゴリ2〉
資本財
24.1%

Scope 2
11.8%

Scope 3
82.0%

〈カテゴリ1〉
購入した製品・サービス

37.4%

Scope 1, 2, 3
排出量

1,993千t-CO2

〈主な実績〉
•東急線全線再生可能エネルギー由来電力100%の運行
•全事業における省エネの取り組み
（消費電力量2019年度比7.8%減）
•不動産賃貸事業における当社所有物件の電力を

100%実質再エネ化  ※一部物件を除く
〈今後の取り組み〉
•各事業における再生可能エネルギーのさらなる導入
•施設・設備の省エネ化、代替エネルギー利用の推進

〈主な実績〉
•不動産賃貸事業における当社所有物件について、テナント専用部の
電力も100%実質再エネ化 ※一部物件を除く（カテゴリ13）

•電力小売り事業（東急パワーサプライ）にて
家庭用供給電力を非化石証書を使用した
実質再生可能エネルギー電気100%にて提供（カテゴリ3）

〈今後の取り組み〉
•サプライチェーンの取り組みによる、取引先から調達する
製品・サービスや設備導入時等の低炭素化（カテゴリ1, 2）

〈主な実績〉
•東急線全線および不動産賃貸事業の当社所有物件等における再
生可能エネルギーの導入
•コーポレートPPAの拡大や再生可能エネルギー発電の導入
〈今後の取り組み〉
•各事業部門における再生可能エネルギー導入の一層の推進 
•コーポレートPPAや再生可能エネルギーの発電内製化による
再エネの安定調達

※2020年度のScope 1, 2、Scope 3（カテゴリ1､ 2､ 3）、2021年度、2022年
度のScope 1, 2、Scope 3（カテゴリ1､ 2､ 3､ 13）および2023年度、2024
年度のScope 1, 2、Scope 3（カテゴリ1､ 2､ 3､ 11､ 13）は、LRQAリミテッ
ドによる第三者保証を受けています。

脱炭素目標に向けて、計画を上回るペースで進捗しており、
引き続き省エネと再エネ活用、取引先との協働を通じた取り組みを推進してまいります。

TCFD提言への対応の詳細は
Webページをご参照ください。

  https://tokyu.disclosure.site/ja/183/

Scope 1, 2

Scope 3 

再エネ比率

脱炭素・循環型社会  ［ 脱炭素社会 ］

61

CONTENTS

私たちの目指すもの

イントロダクション

CONTENTS〈目次〉

対話テーマ

 トップコミットメント

 東急を知る

 価値創造ストーリー

 経営戦略

 事業別戦略と実績

 サステナビリティ経営基盤

サステナビリティマネジメント

サステナブル重要テーマ（マテリアリティ）

安全・安心

ひとづくり

人権

脱炭素・循環型社会

環境ビジョン

脱炭素社会

循環型社会

生物多様性

街への取り組み

知的資本

ステークホルダーとの共創

 ガバナンス

 企業情報

https://tokyu.disclosure.site/ja/183/


企業情報サステナビリティ経営基盤事業別戦略と実績 ガバナンス経営戦略価値創造ストーリートップコミットメント 東急を知る

環境保護活動「グリーンコイン」制度
（プラスチック削減等の取り組み）
東急ホテルズは、公益財団法人オイスカの推薦により、環境
保全活動「グリーンコイン」制度の取り組みが評価され、2025
年3月に紺綬褒章を受章しました。「グリーンコイン」は、宿
泊時に使用されなかったアメニティに応じて寄付を行う制度で、
2024年度は約3.8万枚、累計で約230万枚が集まりました。寄
付金は、アジア太平洋地域での植林活動「子供の森」計画や、
山梨県丹波山村での「グリーンコインの森」など、自然保護と地
域貢献を目的とした活動に活用されています。

脱炭素・循環型社会  ［ 循環型社会 ］

これまでの廃棄物量や水使用量の削減実績を踏まえ、従来設定した2030年度目標を引き上げるとともに、2035年度、2040年度に向けた長期目標を設定しました。

廃棄物量の削減 水使用量の削減

交通 9.4%

不動産 15.8%

ホテル・リゾート
16.6%

生活サービス
58.2%

廃棄物量

37,921t

不動産 16.1%

交通 10.3%

生活サービス
30.7%

ホテル・リゾート
42.9%

水使用量

7,340千m³

2024年度廃棄物量内訳（連結） 2024年度水使用量内訳（連結）
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廃棄物量と収益原単位の推移 水使用量と収益原単位の推移

食品廃棄実績（東急ストア）〈2019年度の廃棄額を100とした場合の推移〉

■  廃棄物量（左軸）　●  収益原単位（右軸） ■  水使用量（左軸）　●  収益原単位（右軸）

2030年度廃棄物量  20%削減

2035年度廃棄物量  25%削減

2040年度廃棄物量  30%削減
（いずれも収益原単位2019年度比）

新目標

2030年度水使用量  20%削減

2035年度水使用量  25%削減

2040年度水使用量  30%削減
（いずれも収益原単位2019年度比）

新目標

Topic  事業特性を踏まえた取り組み
当社グループでは、廃棄物量の74.8%、水使用量の73.6%を

生活サービス事業とホテル・リゾート事業が占めており、顧客接
点の多い事業特性を踏まえた資源循環・循環経済への取り組み
は重要と考えています。

食品廃棄物削減
廃棄物に占める食品廃棄物の割合は、22.7%となっています。

東急ストアでは、食品廃棄物の削減に努めており、AIを活用した
需要予測発注システムによる発注精度の向上、食品廃棄物の有
価物化などに取り組み、2024年度の食品廃棄ロスは2019年
度比で23.3%削減しました。

※2024年度の水使用量（井水を除く）は、LRQAリミテッドによる第三者保証を受けています。
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脱炭素・循環型社会  ［ 生物多様性 ］

自然との共生に向け、事業における自然資本への依存と影響を把握し、リスクと機会を特定することで、
事業のバリューチェーン全体の生物多様性への負の影響を回避・低減し、生物多様性の保全に貢献してまいります。

生物多様性への対応の詳細については、
2025年9月発行の「TNFDレポート」をご参照
ください。

  https://tokyu.disclosure.site/ja/204/

TNFD提言に基づく取り組み ヒートマップ作成と重要項目の特定

優先エリア・拠点の選定と分析

優先拠点のリスク・機会評価と分析

全社目標

分析手法・スコープ

当社は、TNFD提言のフレームワークに沿い、 「ガバナンス」

「戦略」「リスク管理」「指標と目標」の4項目に基づき、自然資

本に配慮した経営を推進しています。当社および連結子会社

の各事業における自然への依存と影響を分析したうえで優先

拠点を特定し、当該拠点のリスク・機会と対応策、指標と目標

（全社）を設定しました。

４事業の事業実態に基づきENCORE（Exploring Natural 

Capital Opportunities, Risks and Exposure）ツールを活用

して自然資本への依存・影響項目を把握し、ヒートマップを作成

することで自然との接点を俯瞰的に可視化しました。その結果、

事業ごとの財務的な重要性（営業利益及び依存・影響の大きい

企業の数、企業全体の依存・影響の大きさ等）を考慮し、重要な

「生態系サービス」（9種）と「影響要因」（5種）を特定しました。

特定した重要な「生態系サービス」と「影響要因」を評価する

「自然資本メトリクス※3」により、4事業648拠点について、評

価・分析し、優先エリア・拠点を抽出しました。

優先拠点のリスクと機会の分析を行った結果、二子玉川ライ

ズ多摩川周辺拠点では、一例として「物理的リスク」では、洪

水発生時の操業停止、景観の棄損によるアセットの魅力低下

や、環境・レクリエーション資源の価値低下が想定されました。

「移行リスク」は関連法規制の強化、「機会」としては、サステ

ナブルファイナンス、自然の景観を活かすことにつながる土地

利用面積を抑えた効率的な開発計画や観光・レクリエーション

事業開発など、生態系を維持することによる拠点としての活用

機会などが想定されています。

生物多様性喪失の5大要因に基づく、全社指標・目標を設

定いたしました。生物多様性の保全に貢献し、ネイチャーポジ

ティブな社会に向けて取り組みを進めてまいります。

分析手法は、TNFD提言によるLEAPアプローチとSBTN※１

の5ステップに準拠し、ガイダンスによる標準的デ―タセットと、

株式会社バイオーム所有の生物多様性ビッグデータを活用し

ています。

分析スコープは、ダブルマテリアリティ（自然資本が事業に

与える財務的な影響と当社の企業活動およびバリューチェーン

が環境・社会に与える影響の両面）を考慮し、国内※2の交通・

不動産・ホテル・リゾート・生活サービス事業を対象としました。

※1 SBTN：Science Based Targets for Nature
 企業の事業活動による自然資本への影響を情報開示するための、科学的根拠

に基づいた目標設定フレームワーク
※2 海外拠点は自然資本に関するデータの制約や地域性の観点から、将来の投資

計画を考慮しつつ、継続して分析・検討予定

LEAPアプローチによる分析

自然との接点、自然との依存関係、インパクト、リスク、機会など、
自然関連課題の評価のための統合的なアプローチ

Scoping
（スコーピング）

Locate
（発見する）

Evaluate
（診断する）

Assess
（評価する）

Prepare
（準備する）

生物多様性喪失の5大要因 概要

1.  土地・海洋利用
変化

•法規制を遵守した環境影響評価の実施
• 環境認証（DBJ Green Building認証、

CASBEE不動産など）の取得

2.  気候変動 •脱炭素目標 ➡P.58

3.  汚染
•廃棄物削減目標 ➡P.58
•汚染物質の排出や廃棄に関する法規制の遵守
• Reduce（削減）、Reuse（再利用）、

Recycle（再資源化）の3Rを推進

4.  自然資源の搾取 •水使用量削減目標 ➡P.58

5.  侵略的外来種
•地域在来種・固有種に配慮した植栽
•法規制を遵守した環境影響評価
• 環境認証（DBJ Green Building認証、

CASBEE不動産など）の取得

4事業648拠点を4つのエリアに分類 優先
エリア 優先拠点

A： 自然・防災両立型重点エリア ● 二子玉川ライズおよび多摩川周辺拠点

B：自然共生・発信型エリア ● 宮古島東急周辺リゾートおよび拠点

C：レジリエンス対応型エリア ―
D：観察・維持管理型エリア ―
※3  「自然資本メトリクス」：自然の状態に関する測定可能でパフォーマンスや成果

を評価する指標

■重要な「生態系サービス」（9種）
•文化的サービス：視覚的アメニティサービス、レクリエーション関連、教
育・科学・研究、精神的・芸術的・象徴的サービス
•調整・維持サービス：暴風雨の緩和、土壌保持、局地的気候調整、水流
維持、水質浄化

■重要な「環境要因」（5種）
•土地利用面積、妨害（例：騒音、光）、水使用量、水と土壌への有毒汚染
物質の排出、外来種の侵入
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企業情報サステナビリティ経営基盤事業別戦略と実績 ガバナンス経営戦略価値創造ストーリートップコミットメント 東急を知る

《独立社外取締役コメント》

これまでの脱炭素の取り組みについての評価と課題
環境ビジョン2030で掲げた目標に対し、特に脱炭素の取り組みが

前倒しで進んだことは評価できる。現在は鉄道事業、不動産事業に
よる削減貢献が大きいが、今後は他の事業による一層の取り組みが
求められる。省エネと並走する創エネは、脱炭素移行計画におけ
る投資配分、および市況と技術動向を含めた投資方向性について継続的に議論している。
生物多様性への配慮、廃棄物の資源循環、中水利用による水資源の効率化といった、

循環型社会の基本的要素への取り組みは認められるが、さらに、地域に根差した生活
サービスを担う事業体として、ステークホルダーとの協働を通じた先進的な価値創出の
深化が望まれる。

「環境ビジョン2040」への期待
前ビジョンから一貫したコンセプト「なにげない日々が、未来をうごかす」は、生活者が

特別な負担を感じることなく、自然に環境対応型の生活を送れる装置としての社会を目指
す、当社らしい考え方で意義深い。さらに、間もなく目標年を迎えるSDGsのその先を見
据えて、エコのみでなくエシカル・マインドをどう盛り込むか、バーチャル空間も織り込
んだ生活舞台としてのまちが文化的ミームをどう継承するか、効率性がセキュリティを犠
牲にせずに進展できるか等々、一段上のステージに上がることを期待している。

当社では、「環境ビジョン2040」において、「街と取り組む目標」として、新たに3つのモニタリング指標を設定し、
ステークホルダーの皆様とのパートナーシップを通じて、「環境と調和する街」を目指します。

脱炭素・循環型社会  ［ 街への取り組み ］

美しい時代へ  みらいアクション

『みど＊リンク』アクション

SDGsのその先のより明るい未来に向け、東急線沿線や事
業エリアの皆様と一緒にサステナブルアクションを推進しま
す。「なにげない日々が、未来をうごかす」5つのアクション
テーマを設定し、情報発信、イベント開催などを進めます。

1972年に開始した「東急沿線グリーニングキャンペーン」
から進化した活動であり、地域のまちづくり活動や緑化活動
の企画の中から特にすぐれた企画に当社が支援を行うことで、
「自然・地域環境の維持や創出」をきっかけとしたコミュニ
ティーづくりを応援する活動です。

新環境ビジョンへの期待

取締役  宮崎 緑

2022年3月に策定した「環境ビジョン2030」のもと、東急電鉄の再生可能エネル
ギー由来の電力100％運行などグループをあげて脱炭素・循環型社会に取り組んでき
ました。社外取締役ミーティングや取締役会を経て、2025年9月、新たな目標値を含む
「環境ビジョン2040」にアップデートしました。モニタリング

指標
•「美しい時代へ  みらいアクション」指標の
モニタリングと開示

モニタリング
指標

•延べ支援団体数のモニタリングと開示
•参加者数のモニタリングと開示※1

スパイスアップ SOZAi循環Lab※2 
竹林を活用し、竹炭による土壌改良や竹
製品の制作、イベント開催を通じて地域
活動を活性化し、たくさんの参加者が集
える活動をしています。
※2 『みど＊リンク』アクション支援団体一例 ※1 参加者数のモニタリングと開示は2026年度より実施予定。

美しい時代へ

「美しい時代へ みらいアクション」詳細 
➡P.96

東急線によるGHG排出削減貢献
一般的に鉄道はエネルギー効率が高く、移動にかかるCO2

排出量は、自家用車の約7分の1にとどまります。※

東急線は2022年度より、全路線再生可能エネルギー由来
の電力100％運行を開始し、実質CO2排出ゼロでの運行を継
続しています。環境にやさしい移動輸送手段である鉄道を選
んでいただけるよう、モーダルシフトの促進を図ります。

モニタリング
指標

• 東急線による累積GHG排出削減貢献量の
モニタリングと開示

モーダルシフトの促進に向けて、全ての
お客さまが電車で安心して楽しく移動で
きるよう、安全安定輸送をはじめとして、
駅や車内環境の快適性向上のほか、わか
りやすい情報提供、お得で便利なサービ
スの充実などに取り組んでいます。※輸送量あたりの二酸化炭素の排出量（旅客）2023年度  出典：国土交通省ホームページ
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企業情報サステナビリティ経営基盤事業別戦略と実績 ガバナンス経営戦略価値創造ストーリートップコミットメント 東急を知る

知的資本  ［ まちづくりを支える知見の蓄積と獲得 ］

各事業分野の知見、オープンイノベーションや実証実験を通じた新たな機会に、デジタルを活用して、魅力的なまちづくりを支えています。

個性的で魅力的な
まちづくり

新たな知見を獲得し
ビジネス機会に
つなげる

リサーチ・分析

さまざまな
業種の知見

エリア価値向上の
事業ノウハウ

オープン
イノベーション

実証実験

デジタル戦略

リアル＋デジタルの
融合による価値創出

DX

知見の
蓄積と活用

1986年に設立された東急総合研究所は、東急グループの

シンクタンクとして、多岐にわたる調査研究を行い、各社の経

営戦略、事業戦略の策定を支援しています。また、各種の講

演会、勉強会を開催し、社員の交流やさまざまな気づきの場を

提供しています。

2015年7月からスタートアップ企業との事業共創を推進する

「東急アクセラレートプログラム」を開始。2021年8月に「東

急アライアンスプラットフォーム」へとリブランディングを行い、

スタートアップ企業などと、より質の高い事業共創によって多

様化するニーズに迅速に対応し、「世界が憧れるまち」の実現

に取り組んでいます。

「TRIP（Tokyo Railway Innovation Partnership）」は

東急を含む鉄道事業者12社とTIS株式会社が中心となり、鉄

道事業者各社が有する多様なアセットを活かし、スタートアッ

プ支援によるイノベーションを創出するための組織です。“鉄

道・交通”の領域でスタートアップ企業の技術・ソリューショ

ンを活用して社会課題の解決を目指します。2025年7月には、

「TRIP」と傘のシェアリングサービス「アイカサ」が、首都圏

の鉄道事業者9社局と連携し、猛

暑でも安心安全で快適な移動の

実現と気候変動に適応したまちづ

くりを推進する「COOL MOVE 

TOKYO」を始動しました。

クリエイティブ・シティ・カウンシルは、人々が創造性を発

揮できる舞台としての都市＝クリエイティブ・シティの実現を

目指し2010年に設立し、二子玉川を拠点に、プラチナトラ

イアングル、多摩川流域で活動した団体クリエイティブ・シ

ティ・コンソーシアム（2023年3月活動終了）の思想を承継

し、2023年4月に始動した会議体です。実践的かつ専門的見

地からの提言を得るべく有識者をアドバイザリーボードに招聘

し、沿線のまちづくり、都市の在り方、「課題先進国」日本が取

り組むべきテーマなどについて議論してまいります。2024年

度は「東急型TODモデルによるまちづくり推進の課題」をテー

マに議論を展開いたしました。

羅針盤としての東急総合研究所

オープンイノベーション・実証実験による
ビジネス機会の発掘

業界全体でイノベーション創出を目指す

クリエイティブ・シティ・カウンシルを通じた
知見の融合

2015年からの実績（2025年6月末現在）

知の創造

•経営や事業活動における
課題解決に向け、
独自の視点、手法による
状況分析、環境分析

•広く社会課題の解決に
向き合い、未来価値の
創造につながる
調査研究活動

知の啓発と共有

•経営層の知見を広げ、
経営判断に役立つ情報を
提供する講演会の開催

•事業における創意工夫や
イノベーションを導き出す
セミナーの開催

•若手社員の探求心を刺激し、
考察する力を養う研究会の開催 「COOL MOVE TOKYO」の

メディア向け発表会の様子

138件
実証実験・
協業

50件
うち事業化・
本格導入

9件
うち業務・
資本提携

1,152件
応募

➡P.66

クリエイティブ・シティ・カウンシル  https://creative-city.jp/
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企業情報サステナビリティ経営基盤事業別戦略と実績 ガバナンス経営戦略価値創造ストーリートップコミットメント 東急を知る

知的資本  ［ デジタル戦略 ］

当社はデータを活用し、お客さまが求めるサービスの探求に努め、楽しさと利便性の提供を目指しています。
お客さまと事業の両面で価値を提供するため、デジタルを通じた従業員のクリエイティビティ向上や高アジリティな
デジタル・IT環境の整備に取り組むとともに、全従業員がデジタルリテラシーを高め、リアルとデジタルの融合を推進します。

Message

2024年度は、デジタル戦略全体を支える「デジタル推進基盤

の整備」を大きく進めた1年でした。次世代ネットワーク基盤としてゼロトラストを導入し、

これまで共通化が難しかった一部グループ会社のネットワークまで、共通化することとし

ました。それに合わせて、クラウドやWebサイトなどの構築・運用も、グループ共通化

が可能なツールの利用を開始しました。これらの目的は、脅威が増している情報セキュ

リティへの対応強化も包含されており、多様な働き方が当たり前となった今の時代に即

した安全なデジタル利用環境を、グループ従業員に提供していきます。

また、進化が著しい生成AIのグループ内での活用も進化させます。当社がグループ事

業横断で進めるマーケティングや内製開発時のコーディングなどは、生成AIの効果が高い

と言われる分野です。また、事業範囲が広い当社グループでは、一つの効率化・高度化事

例を幅広い事業へ横展開できると感じています。個別事業においても、新たな事業価値の

創造のきっかけになり得ると期待しています。今後、生成AI活用やお客さま体験価値の向

上のために、ますます重要となるのが「データ活用力」です。グループ共通の「TOKYU 

ID」「TOKYU POINT」等の施策を進化させるとともに、データを活用しやすい環境を

整えることで、データドリブンなグループ活用体制を構築していきたいと思っています。

2025年５月に発行した「DXレポート」は、当社グループのデジタルの取り組みの要点を

纏めたものです。「リアルとデジタル」「攻めと守り」のバランスを考慮した、当社グループ

らしいデジタル活用の高度化を進め、デジタル戦略もブラッシュアップを続けていきます。

グループ共通施策により、
デジタル活用の継続的な進化を支える
執行役員  デジタルプラットフォーム室長　日野 健

DX戦略

組織体制（DX委員会）
「DX委員会」にて、経営層と各部門がデジタル・ITに関

する重要事項の方針決定を行い、戦略推進にコミットします。

経営トップ

DX委員会  事務局：デジタルプラットフォーム（DP）

各社各部門
DP

URBAN HACKS
（内製開発）

IT

マーケティング

共創・連携

支援

デジタル戦略の詳細については、
2025年5月発行の「DXレポート」を
ご参照ください。

  https://www.tokyu.co.jp/image/news/
pdf/20250514_dxreport_t_0.pdf

事業・業務 デジタル・データを積極的に取り入れて

組織・人材

デジタル・
IT環境

業務プロセスの改革
〈従業員〉

業務の効率化・高度化を目指し
自らの業務を変えていく

オープン＆アジリティ思考の醸成〈行動・風土〉
柔軟かつ受容的な姿勢で、成功／失敗から学び、新しい挑戦を楽しんで分かち合う

デジタル活用人材の創出〈人材・スキル〉
デジタル技術の特性を知り、データやツールを事業成長・業務改善に活かす

次世代DX基盤の整備〈デジタル・IT環境〉
リスクを減じ、機動性・拡張性・持続性をもって事業活動を安定的に推進できる環境を整える

事業の深化・高度化
〈個別事業〉

お客さまをよく知り、業種業態の
特性も踏まえて、各事業を最適化する

新たな行動価値の提案
〈グループ事業横断〉
グループシナジーを最大化し、

お客さまに新たな発見・楽しさを提案する

A

1

2

3

B C

情報セキュリティ ➡P.86

2024年度
開催回数 3回

DX委員会
審議内容

• 中期 3か年経営計画
期間におけるデジタル
施策・「デジタルガバ
ナンス・コード」対応

• 組織（DP）の実績と課題
•デジタル人材育成
• 「DXレポート」発行
• 生成系AI活用の方向性
• グループ内好事例の
共有URBAN HACKS（内製開発）については、Webページをご参照ください。   

 https://10q89s.jp/
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企業情報サステナビリティ経営基盤事業別戦略と実績 ガバナンス経営戦略価値創造ストーリートップコミットメント 東急を知る

リアル・デジタルを融合させた体験価値

リアル接点中心のビジネスモデルの進化

人生

日々
移動

労働
食事 遊興

買い物
在宅
家事

団欒
就寝

介護

健康
医療

資産
形成居住就職

結婚

教育
学習

養育

出産
誕生

起床
朝活

お客さま当社グループ

サービス改善・創出 データCX向けデジタル共通基盤
データ活用TOKYU ID

知的資本  ［ デジタル戦略 ］

データを活用してお客さまをより深く理解し、その知見をサービスの改善や新たなサービスの創出に反映させることで、当社グループ全体でより良い体験価値を提供します。
これにより、お客さまの満足度向上を図るとともに、リアルなサービスのさらなる利用促進（顧客生涯価値〈LTV〉の向上）を目指します。

開発事例

Q SKIP
（東急線のデジタルチケットサービス）

共通ID「TOKYU ID」

お客さま志向を徹底し、券売機や窓口を
介さずにスマートフォンをかざすだけの手
軽でスムーズな乗車体験や、沿線施設入場
券などのセット企画券を通じたお得感・新
たな体験機会を提供

「TOKYU ID」を軸に当社グループの複
数のサービスを連携し、移動する・働く・
遊ぶ・暮らすといった日常シーンでのシー
ムレスな体験価値を提供（東急線アプリ、
デジタルチケットサービス「Q SKIP」、有
料座席指定サービス「Q SEAT」など鉄道
サービスから順次展開中）

目指す姿

顧
客
充
足
度

＋
▲

▲ 現在 2030年頃

Phase1
リアルとデジタルの
体験を融合

Phase2
各社をまたがる
デジタルサービス

リアルビジネス・経営へのインパクト

「事業横断のCX向け
デジタル共通基盤」 
の完成

Phase3
City as a Service
構想の実現

Phase5

「CX向けデジタル共通基盤」の本格稼働

デジタル充足度

Phase4
•新規ビジネスの創出
•オープンプラットフォーム化
•地域自治体との連携

ロードマップ ― City as a Service※構想の実現に向けた5段階のフェーズ

Phase1 Phase2 Phase3 Phase4 Phase5

お客さま
の体験

主要サービスの
デジタル体験が充実

サービス間が
デジタル上で連携され、

リアルでも相乗効果を得られる

職住遊における
リアルの価値がデジタルにより
十分受け取ることができる

事業を横断したサービスが
パッケージ化され、自分に合った
サービスとの出会いが増える
（素敵な偶然との出会い）

沿線で暮らす全ての
人の暮らしがスマートに

当社
グループ

各社サービスの
デジタル強化

各社をまたがるデジタル開発

（グループ間連携の）デジタルサービス

デジタルインフラのグループ共有化
グループ全体で（リアルとデジタルが連動）

リアル・デジタルを融合した
取り組みをグループ横断で推進

スマートシティ構想の促進、
業界の第一線でサービスを提供

金賞
（鉄道業界初）

※長期経営構想（2019年9月）にて当社が示した、2050年ビジョンを実現するための、2030年目線でのリアル・デジタルが融合されたまちづくりDXの世界観
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企業情報サステナビリティ経営基盤事業別戦略と実績 ガバナンス経営戦略価値創造ストーリートップコミットメント 東急を知る

ステークホルダーとの共創 ─ 地域と一体で進めるまちづくりを通じたパートナーとの信頼関係
当社は創業以来、地域と一体となり、信頼関係を築きながら「まちづくり」を進めてきました。私たちの成長（ ＝ 企業価値）は街の成長（ ＝ エリア価値）とともにあります。
両者の向上を永続的に循環させていくうえで、地域に根差したまちづくりにおけるパートナーとの強固な信頼関係は当社の最大の強みです。

共創・対話の機会 取り組みの事例

地域社会・
お客さま

■行政とのまちづくり協定
■エリアマネジメントへの参画や支援
■民間事業者公募への応札
■商店街、住民、NPO等の
地域コミュニティーとの対話

■各種社会貢献活動
■刊行物や企業Webサイト  等

2025年5月、当社は世田谷区と連携してファンづくりの場「ツクリテ」の実証実験を
開始しました。「ツクリテ」は、まちでの“楽しみごと”の開催や“困りごと”の解決などを
企画する「主催者」と、興味関心のある活動を体験する「参加者」をつなぐＷｅｂプラッ
トフォームです。2026年以降は、東急線沿線や当社とゆかりのある全国の自治体で
の本格的な事業展開を目指しています。

2025年1月、当社は横浜市、独立行政法人都市再生機構と横浜市北西部における
交通結節機能の高い拠点である東急田園都市線青葉台駅周辺について、新たな魅力
を創出するまちづくりの実現に取り組むため、連携協定を締結しました。誰もが暮らし
やすいまちづくりの実現に向けて、高経年化（老朽化）した青葉台プラーザビル等の
建替も視野に、地域にお住まいの方々にも配慮しながら魅力ある空間形成による青葉
台駅周辺の新たなまちづくりについて検討を開始しています。

パートナー企業

■事業を通じた共創・対話
■東急アライアンスプラットフォーム（TAP）
■取引先懇親会
■サステナブルなサプライチェーン方針  等

2015年7月からスタートアップ企業との事業共創を推進する「東急アクセラレートプ
ログラム（現、東急アライアンスプラットフォーム）」を開始。オープンイノベーション
の推進体制を強化することで、スタートアップ企業などから事業共創先として選ばれ続
けるプラットフォームを目指します。  
➡P.65

大学・教育機関
■産学連携協定・研究
■寄付講座  等

当社と東急電鉄は、国立大学法人東北大学、三菱マテリ
アル株式会社の４者で、鉄道事業で発生する使用済みケー
ブルのリサイクルに関する研究開発を2025年４月から開始
しました。本研究開発を通じて、鉄道事業のケーブルが再
生ケーブルとしてリサイクル可能となり、将来的には鉄道
業界、さらには他業界にも展開することで、可能な限り廃
棄物を減らし、循環する仕組みの確立を目指します。

株主・投資家
■株主総会 ■株主通信
■投資家向けIR説明会 ■機関投資家との面談
■IRサイト（Webサイト）  等

株主総会のほか、投資家向けの説明会や国内外の機関投資家との対話などを通じて、事業や戦略などに関する情報を積極的に開示しています。
いただいた意見については定期的に取締役会等で報告を行うなど経営に反映させています。
株主・投資家との対話 ➡P.87

「ツクリテ」の
Webサイト画面

青葉台駅周辺と、
周辺道路の
渋滞等の課題

東急アライアンス
プラットフォーム
2024 Demo Day 
表彰式の様子

各
機
関
の
役
割

東北大学 新たな湿式剥離法の研究開発、銅線および被覆材の性状評価、
再生ケーブルの試作・評価、ＬＣＡおよびＭＦＡによる開発技術の評価

東急 ケーブル剥離技術の市場価値の調査、被覆材の活用方法の検討、
剥離技術の経済性評価

東急電鉄 使用済みケーブルの提供、ケーブルの撤去から剥離までのフロー
検討、剥離技術の実証実験

三菱マテリアル 新たな湿式剥離法の開発協力、銅線および被覆材の性状評価、
再生ケーブルの試作・評価、銅線の活用方法の検討
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